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はじ め に

子 ど もの権 利条 約 フ ォー ラム’95報 告集 が完成 しま した。

フ ォー ラム，9 5 は、ユ ニ セ フ駐 日事務 所 と東 京都 の後援 をい た だ き、 74

団体 が 実行・ 賛 同 し、 のベ 35 0名 の参加 を えて、 95年 11月 18 日出 ・ 19 日（日）

に国立 オ リン ピック記念 青少 年総 合 セ ンターで行 われ ま した。

フ ォー ラム ，95 は、 同，93、，94 の実績 の うえ に、「条 約 実施 状 況 の検 証 」

をテーマ と した企 画構 成 に努 力 しま した。 また、権 利 の主体 で あ る子 ど も

自身の参加 もすす み ま した。

まだ まだ完全 で はあ りませ んが、 この報告 集 が フ ォー ラム’96の成功 と今

後の交流 に活用 されれば幸いです。

1 9 9 6年 5 月 1 日

子ど もの権利 条約 フ ォー ラム，95実行 委員 会

委員長 粟 野 真 造

喜 多 明 人
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呼びかけ人
楳斗

イ ー デ ス ハ ン ソ ン （ア ム ネ ス テ ィ ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 日本 支 部 長 ）

「子 どもの権利条約」 が 日本で批准 されて 1 年 以 上 がたちま した。 この条約の名前 はず

いぶ ん知 られ て きま した 0 けれ ど も条 約 の精 神 は 、 まだ まだ 十分 に理解 され てい る よ うに

は思 え ませ ん。「子 ど もの権 利 条 約 フ ォー ラム」 が その た め の大 きな力 に な る こ と を期 待

しま す 。

一番ケ瀬 康子 （東洋大学教授）

自治体 へ の働 きか けが しだ い に功 を奏 してい る よう に思 い ます 。 ご盛 会 と今 後 の ます ま

す の ご発 展 を願 っ てい ます。

大 田 尭 （東京大学名誉教授 ）

当 日、 岡 山で 子 ど もを守 る文 化 会議 主催 の た め、 参 加 で きませ ん。 しか し、若 もの のエ

ネ ルギ ー にあ ふ れ た盛 会 を心 か ら期待 してい ます 。

落 合 恵 子 （作 家 、 ク レ ヨンハ ウス主 宰 ）

子 ど・も と大 人 は互 い を映 し合 う鏡 の よ うな存 在 です 。子 ど も社 会 の様 々 な問題 は、 大 人

社 会 の歪 みが よ り凝 縮 した形 で反 映 された もの と言 え ます ○ 子 ど もか ら見 る な ら、 大人 は

大 い な る 「環 境 問 題」 で す 。子 ど もは も とよ り、 そ れ ぞ れの わた した ち大 人 もまた 、「子

ど もの 権利 条 約」 をひ とつ の軸 に、 社 会 と人 間 関係 を よ り主 体 的 に、 よ り具体 的 に拓 い て

い きた い と思 い ます 。

内 藤 書七郎 （小児科医）

フ ォー ラ ム’95 の 開催 お め で と うご ざい ます0 “人 間 の心 が 初 め て現 れ る 2 歳 児 ” の時 代

が大切 です 0 世 界 中の多 くの人 びとは、 2 歳 児がや っと芽生えた自己 を大事 に育てて守 っ

ていることに気付かず、それ を威圧、無視 、否定等 々の手段 で、云わば “虐待 ” をしてい

る こ とに気 付 い て い か 、の で は ない で しょうか0 2 歳 児 の 人権 も大 事 で す。

永 井 憲 一 （法政大学教授）

こ の フ ォ ー ラ ム が 年 々 盛 会 と な り ま す よ う に期 待 して い ます 。

中 川 明 （弁護士）

子 ど もの権 利 条 約 が 日本 国 内 で も効 力 を有 す る よ うに な って か ら 1 年 半 近 くにな ります

が、 条 約 は根 付 くど ころか 、根 枯 れが は じま って い る よ うな感 さえ します 。私 た ちの 身 の

まわ りか ら、 子 ど も た ち の 「い ま」 を見 つ め 直 す き っ か け に 、 こ の フ ォ ー ラ ム が な る こ と

を祈 念 して い ます 。

福田 雅 章 （一橋大学教授）

フ ォー ラム の 開催 お め で と うご ざい ます 0 子 ど もの権 利 の た めの 運動 が 、大 人 の 内 な る

権 力 と倣慢 を克 服 し、 人が 人 と して 自由 になれ るた め の運動 で あ る こ と を確 認 しつつ 、 フ

ォー ラム の ご成功 を心 か らお祈 り します。
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堀尾 輝 久 （中央大学教授）

フ ォ ー ラ ム が 、 じ っ く り と骨 太 に 、 根 付 く こ と を念 じて い ま す 。

宮崎 繁 樹 （明治大学教授）

当 日先 約 の 為 、参 上 で きませ ん が 、子 ど もの 人 権充 実 の た めお 骨折 い ただ き感 謝 してお

ります 。 一層 の ご活躍 を祈 念 して居 ります 。

詞月ヒ
仁1

子どもの権 利条約 によ って どの よ うな変化 があ ったか

一市 民 レベ ル での模 証 をめ ざ して－

私 た ち は これ まで 2 年 間 、子 ど もの権 利 条約 フ ォ

ー ラ ム’9 3 、 同，9 4 を 開催 して き ま した 。 そ して今 年

3 年 目 を迎 え ます 0 一 年 目の フ ォー ラム ，93 で は、子

ど もの 問題 に と り くむ国 際 協力 N G O の 人 々 と国 内

市民団体・ グループとの 「歴史的な出会 い」 をはた

し ま した 。 二 年 目 の フ ォ ー ラ ム ，9 4 で は 、 1 9 9 4 年 4

月の条約批准 を受 けて、意見表明する子 ども・若者

の交流 を深 め、 あ わせ て 「条 約 ワー ク シ ョップ」 や

「 広 報 コ ン テ ス ト」 を 通 して
“条 約 を広 め る”経 験 の 交流 な ど を行 っ て き ま した。

今年 の フ ォー ラム ，95 で は、 この よ う硝 験・ 情 報 の交 流 を さらに進 めつ つ 、 日本批 准 後 1 年

半 を経過 して、いったい どのよ うな変化が現れたのか、条約の批准 によって子 どもの権利実現

にどの よう紺 進が見 られたのか、あるいは課題があるのか、 などについて検証 してい きたい

と思 います。そ して、来年 5 月 にも予定 されている日本政府の子 どもの権利委員会 に射 る報

告 書 に私 た ち民 間 レベ ルの検 証結 果 を反 映 で きれ ば と も考 え て い ます。

1・ 条約実施状況 を検証 する視点

条約が どのように実施 されて きたか、 どの ような変化が現れたのか、 また、変化 が帥 場合、

何 が 障害 に なっ て いる の か、 とい う問 いか け を行 う際 に は、少 な くと も以 下 の 7 つ の基 本 課 題

を設定 して検 証 を行 うこ とが大 切 で しょ う。

①すべ ての子 どもの 「生命、生存 の権利」が十分に確保 されてい るか。

（生命権 6 条、健康・医療24条、社会保障26条、生活水準2 7条な ど）

②すべ ての子 どもの 「発達の権利」が十分 に確保 されているか。

（アイデ ンテ ィテ ィ 8 条 、家族的 な環境への権利 9 ～21条 、教 育28 ～2 9条、 休息・遊 び・ 文
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化的芸術的生活3 1条な ど）

③すべての子 どもの 「保護の権利」が十分 に確保 されているか。

（虐待防止19条、有害労働32条 、麻薬・ 向精神薬33条、性 的搾取34条、誘拐・売買3 5条、少

年司法37条 ・40 条 な ど）

④すべての子 どもの 「参加の権利」が十分 に確保 されているか。

（意見表明権 12条、表現・ 情報 の自由 13条、思想・良心・宗教の 自由 14条、結社・集会の自

由15条 、 プ ラ イバ シー16 条 、適 切 な情 報 ア クセ ス17条 ）

⑤とくに困難 な状況下の子 どもの権利は十分 に確保 されているか。

（難民の子 ども22条、少数者・先住民30条、武力紛争38条 、犠牲になった子 どもの社 会復帰

3 9条 な ど）

⑥これ らの権 利 の実 現 の た め に 、誰 が どの よ うに保 障 しよ う と して い る のか 。 その 権利 実 現

の担 い手 と して誰 がふ さわ しいの か 、適 切 な手続 に従 って差 別 な く保 障 され て い るの か。 特

に「人種、皮膚の色 、性、言語 、宗教 、政治的意見、その他の意見、国民的、民族的 もしく

は社 会 的 出 身 、財 産 、 障 害 、 出 生」 な どに よる差 別 な く確 保 され て い るか ど うか 。（差 別 の

禁止 2 条）

⑦以上の権利実現 をめ ざす子 どもの権利条約の広報活動は十分行 われてい るか。お とな一般

市民向け、子 ども向け、子 ども関連職員 などに適切 な広報が行われているか。

（条約広報義務42条）

① ～⑥ は、子 どもの権利の中身が十分満 たされてい るか、 とい う意味での検証の視点です。

2 ．市民 レベルの検証の重要性

これ らの権利 の検 証 にあ た っ て は、市 民 レベ ル に よ る検 証 が 大切 です 。 条 約 は 「国 と国 との

協定」 で あ るわ け です か ら、 第一 次 的 に は国 レベ ルの検 証 が 求 め られ ます 。 しか し、 国 が進 め

ている条約実施状況 を国が検証 するだけでは、“建前” になる恐 れが あ ります し、不十分 にな

りがちです。条約が 日本で批准・発効 された直後、総理府編集 『時の動 き一政府の窓』誌上で、

外務省、法務省 、文部省、厚生省か らの条約批准段階での受 け止め方、省 としての実施状況等

が報 告 され て い ます 。 果 た して そ れ で十 分 か ど うか 。 また 、 “身 近 な と ころ で の権 利 保 障 ” と

いう主 旨か ら、 自治 体 で の実 施 に注 目が 集 ま ってい ます。 第 1 日 目シ ンポ ジ ウ ム 「地域 ・ 自治

体で条約 を どの よ うに実施 してい くか」 は、 そ の意 味 で重 要 で す。 また 国 、 自治体 が設 置 して

いる施 設 レベ ル の検 証 も独 自に行 う必 要 が あ ります 。 これ らの 実施 状 況 につ いて も市 民 レベ ル

のていね い な検 証 が 求 め られ てい ます。

なお、条約 は「子 どもにかかわる全 ての活動 において」「子 どもの最善 の利益が第一次的に

考慮 され る」（ 3 条 ） とあ ります。 公 的活 動 の検 証 は 第一 の課 題 で す が 、 同時 に、 子 ど もの権

利の実 現 が で きるか ぎ り “身近 な とこ ろで の 自己決 定” に よ って成 され る よう、民 間 、市 民 に

よる活 動 で の検 証 も大 変重 要 な意義 を もつ で し ょう。 そ の意 味 にお い て も、子 ど もを含 め て市

民レベルの検証が求め られてい ます。

この ように① ～⑥ の権利実現につ いての検証 は、その権利実現 にふ さわ しい主体 （誰が）や
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手続 （ どの よ うに保 障 す る か） の あ り方 の 問題 そ して検 証 の 主体 のあ り方 と もか か わ らせ て考

えて い く必 要 が あ ります。 また 、 条約 の 広報 活 動 にお い て も、 国 レベ ル 、 自治 体 レベ ル （施 設

レベ ル を含 む）、民 間・ 市 民 レベ ル （子 ど もレベ ル を含 む） で の検 証 が 求 め られ てい ます 。 以

上の ような市民 レベルでの検証の意義 をふ まえて子 どもの権利委員会報告書の作成にあたって

も、 もち ろん 政府 主 導 にな るの は 当然 （44 条 ）で はあ ります が 、 自治 体 や民 間団 体 、 N G O な

どの 「白書」 や報 告 書等 を十 分 に踏 まえて い る か ど うか につ い て も、 検 証 してい きた い と思 い

ます 。

3 ．条 約 批准 と日本 の子 ども

以 上 の よ うな検 証 の視 点 及 び市 民 レベ ル の検 証 の 重 要性 をふ まえ、 出 席 の皆 さん とこ れか ら

「 条約 の批 准 に よ って どの よ うな変 化 が あ った か」 を検 証 してい きた い と思 い ます 。 今 回 の 基

調報告の主旨は「検証 自体の提案」ですので 、検証内容 については出席者の皆 さん とともに作

って い きた い と思 い ます 。

趣旨・ 目的 駄

爵

（ 1） 日本 にお け る子 ど もの 問題 に取 り組 む 人 々 と海外 にお け る子 ど もの 問題 に取 り組 む人 々 の

現状報告お よび意見交換。

（ 2） 子 ども同士 、子 ど もとお とな の意 見 交換 。

（ 3） 条 約 の よ り実効 あ る実 施 をす す め るた め の国・ 自治 体 関係 者 との 建設 的 対 話。

（ 4） 条 約 を一つの基準 として 日本 と世界での子 どもの権利水準 の検証。

書」（仮称）の刊行。

（ 5） 条約の趣 旨や規定の普及。

企

「 子 ど もの 権利 条約 白

開会全体会

（ 1） 呼びかけ人あい さつ ＝永井憲一 （法政大学教授）

（ 2） 基調報告 ＝喜多明人 （実行委貞会委員長、子 どもの権利条約ネ ッ トワー ク）
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参加型検証 「市民か らみた条約の実施状況」

［コーディネー ト］粟野真造 （実行委貞会委員長、国際子 ども権利 セ ンター） ほか

条約 が 日本 で批 准 され た後 、 どの よ うな変 化が 生

まれて い るの だ ろ うか 。 は た して 、私 た ち に とって 、

具体的な進展や希望 は生 まれてい るのか、何 が課題

なのか 。 その こ とを参 加者 と共 に考 え てい くた めの

ワー ク シ ョ ップ を お こ な っ た 。

1 ．「部屋 の 四隅 」 で 、 お互 いの意 見 を知 りあ う。

まず 、 ス クー ル形式 で並 んで い る椅 子 を、 み んな

で壁 際 に寄 せ る こ とか ら、 ワー ク シ ョ ップ をは じめ た。 人 が 共 に 出会 って い くた め に は、 椅子

が 同 じ方 向 を向 いて い る の は よ くな い。「空 間 こわ し」、つ ま り「創 造 的破 壊 」 が 、 時 に はや っ

ぱ り必 要 で す。 そ れ か ら大 きな集 会 室 の 四 つの 隅 に 、意 味 を持 たせ た 。「 とて もY E S J 「 どち

ら か とい え ば Y E S J 「 と て も N O J 「ど ち らか とい え ば N O 」。 こ れ か ら言 う こ と に 対 し て 、

自分 の気 持 ちが 一 番 近 い隅 に移動 す る とい うワ ー クシ ョ ップで あ る。 お互 いの 意 見 の違 い や傾

向 を 知 り合 い 、 そ の こ と を 考 え て い くた め に お こ な っ た 。

「今 日は私 は 、元 気 で きげ ん が い い 」（ち ょっ と リ ラ ックス しあ う ため に。 Y E S が 多 い。

うれ しい）。「 この フ ォー ラム に参 加 す るの は何 回 目」（ Y E S ・ N O と は違 っ て、 回 数 で。 ほ

とん どの 人 が 初 め て で び っ く り）。「今 の子 ど もは、 昔 の 子 ど も よ り幸 せ だ」（か な り意見 は分

かれる。 N O の 理由を聞 くと、今 は自然環境が少ない、受験や競争がひ どいの声が あがる。 Y

E S の隅 の 人か らは 、昔 は戦争 で子 ど も も悲 惨 だ っ た との声 ）。「子 ど もの権 利 条約 は、 日本 で

うま くい っ てい る」（や っぱ り、 N O が 多 い ）。

2 ． 検 証 の た め の シ ー トづ く り で 、 ひ と り ひ と り が 振 り返 る 。

参 加 者一 人 一 人 に、 紙 に 4 つ の こ と を書 いて も らった 。 第 1 に 「 自分 の こ と」（氏 名 、所 属 、

フ ォー ラムへ の期 待 ）、 第 2 に 「変 化」（条 約批 准後 にあ っ た よい変化 と思 うこ と）、 第 3 は 「課

題」（逆 に問題 点 だ と思 う こ と）、 第 4 に 「未 来」（これ か ら した い こ と、 で きる こ と）。

「よい変 化」 と して、 い ろ い ろ な意見 が あ が っ た。

～教科 書 に条約 の記 載 が み られ る。 自分 の と ころの 高 1 の生 徒 の 7 割 が 条約 を知 って い た。 こ

う した フ ォー ラ ムが ひ らか れ沢 山 の 人が 参 加 してい る。不 十 分 だが 自治体 が 広 報 パ ンフ レ ッ ト

をつ くった り子 ど も議 会 をひ らい た りしてい る。 世 論 が盛 り上 が っ て きた。 名 古 屋 や東 京 で 子

どもの ため の オ ンブズ マ ン制 度 が で きた。 大 人の 意 識 を変 化 させ た。子 ど もた ち 自身 の動 きが

生まれて きた。 体 罰 へ の批 判 が 強 くな って きた。 自分 自身が 子 ど もを一 人 の個 人 と してみ られ

るよ うに なれ た。 ぼ く自身が 条 約 を知 っ た変化 は大 きい。 高 校生 の友 達 同士 でい じめ の こ と を

はな しあ え る よ うにな った。 日常 の会 話 に 「子 どもの権 利」 とい う言 葉 が増 え た。 フ ィ リピ ン
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人女性が生 んだ と思 われ る無国籍児が 日本国籍 を取 った。親 の集 ま りで条約 を知 ってい る人が

多 くな った 。変 だ な あ と思 って い た こ とを権 利 の 問題 と して 自覚 す る人 が増 え た よ うに思 う。

形式的に もとにか く条約が批准 された。学校 に行か ない 「学 び」 を選ぶ人が少 し増えたので は。

制服 の廃 止 な ど校 則 の ゆ る やか な変化 が 生 まれ て きた。子 ど もとの接 し方 を考 え直 す よ うに な

った。 親 子 で話 し合 う きっ か け にな っ てい る。子 どもの声 を ア ンケ ー トで 集 め られ た 。子 ど も

の発 言 が 公 に報 道 され た （N H K 子 ど もニ ュ ース は好 き）。 子 ど もを不 完全 な 人 間 と してみ る

のではない見方 を自分が学べた。生徒手帳 に条約 をのせ てい る学校が生 まれている。関連の本

が数多 く出版 されている。子 どもの人権専 門委員がつ くられた。教員研修 で条約がテーマにな

り講 師で呼ばれた。情報公 開の方向 に向か っている。学校で部活加入や頭髪が 自由になった。

子どもに 関 わ る人 が元 気 に なっ た。 新 聞 に条 約 の こ とが よ くの る。 非 嫡 出子 へ の 見方 が 変 化 し

て きた ～

しか し多 くの参 加 者 か ら、 同時 に、課 題 と して 、悲 観 的 な意 見 が だ され た。

～文部省や自治体 の取 り組みが弱す ぎる。学校現場で話題にならない。専 門家がえ らそ う。 ど

う条約 を伝 え て言 って いい の か むつ か しい。 子 ど も自身 が興 味 を も って くれ ない。 条 約 の存 在

もまだ知 られ てい な い。 い じめや 体罰 がへ って い な い。 日常 生 活 と条 約 との 無 関係 な よ うに感

じられ る。 我 が 家 の親 子 関係 が う ま くいか ない な ど～

未来はあるか。何が必 要か。課題 を解決するのための声 も紹介 したい。

～子 ど もの 声 に もっ と耳 を傾 けた い。 子 ど も 自身 の 自己 決定 の 機 会 をふ や した い。 子 ど もオ ン

ブ ズ・ パ ー ス ン制 度 を広 げ たい 。先 生 へ の研 修 を もっ と したい 。先 ず は友達 に条 約 の 話 を して

みる。「子 ど もの くせ に」 とい う気 持 ちが 自分 の 中 に あ る の を正 直 に み つ め 変 え て い きた い 。

条約 に よっ て 日本 の法 律 を改 正 した い。子 ど もの居 場 所 をふ や したい 。 P T A の 中 で広 げ たい。

授業 で 取 り上 げ ます 。子 ど もの 力 を信 じた い。 あ りの ままの 自分 で生 きて い きたい 。子 ど もの

教育 を 「巨 人 の 星」 か ら 「イ チ ロ ー」 へ 。「義 務 」 か ら 「責 任 」 へ 。 マ ス コ ミで もっ と取 り上

げて も ら う ～

3 ．少人数 グループでの意見交換 と発表

この 後 、 4 ～ 5 人 の グル ー プ に分 か れ て、 お 互 い の意 見 を出 し合 い 、時 間 の 許す 限 り、話 し

あった 。条 約 につ い ての 変化 、課 題 、未 来 を語 り合 い、 分 か ちあ う こ と。 こ う した場 で 話 しあ

って い る の人 々 の この エ ネル ギ ー こそ、 これ か らの大 きな希 望 を感 じさせ る もの であ った。

（粟野真造）

ち ょ っ とひ と息 － は な しの ゆ りか ご

「 トム テ ィ ツ ト トッ ト」（イ ギ リス の昔 話 よ り） ＝斎 藤 多喜 子 （劇 団風 の 子 ）

今 日この 頃 の私 た ち は、 あ ふ れ る情 報 や勝 手 に とび こ んで くる音 や絵 解 きされ す ぎた映 像 、

即答 を 求 め あ う 日常 の リ ズ ム の 中 で 、 こ の も っ と も 人 間 ら しい “思 い 描 く力 ” を な え さ せ て し
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まっ て い る の で は な い で し ょ うか 。

目の前 の仕事 や勉 強 をバ ッパ とさば くこ とが 生 き

る力 の よ う に 思 わ れ は じめ る と、 “見 え な い もの を

見る力” や “聞 こえ ない音 や こ とば を聞 く力” が か

すんで しま って 、 自己 主張 だ けが 幅 を きか せ 、や わ

らかい もの や 、幼 さい （ち い さい ） ものの 存在 を ど

こか に置 き忘 れ て しまい そ うで す。

劇団風の子 の 「斎藤多喜子」はそんなことを思い

なが ら、 毎 日、子 どもの い る と ころへ で か け、 “か た り” を聞 い て も らっ てい ます。

そ の プ ロ グ ラ ム の 中 か ら 「 トム テ ィ ツ ト ト ッ ト」 （イ ギ リ ス の 昔 話 よ り） を き き ま し た 。

シンポ ジ ウム 「地 域・ 自治体 で条 約 を どの よ うに 実施 して い くか」

［コーディネー ト］荒牧重人 （権利条約 ネッ ト）

［報告］

（ 1） 自治体 にお ける条約の実施状況 ＝荒牧重人

（ 2） 子 ど もの人 権専 門委 貞 の と り くみ

＝平清太郎 （子 どもの人権専 門委員）

（ 3） 子 ど もの 現状 と声 を反 映 した施 策 づ く り

＝田辺裕子 （中野 区女性・青少年課）

（ 4） 子 ど もたち に条 約 を知 らせ る

＝小宮 山健治 （川崎市教育委員会）

（ 5） 地域 における N G O ・市民団体の活動 ＝北村真佐子 （葦の会）

最初に荒牧 さんが、子 どもの人権連学習・研究委員会内に設置 された 「子 どもの権利条約 と

自治体 」研 究委 貞 会 に よ り 8 ～ 9 月 に実 施 され た ア ンケ ー トの 中 間結果 に基 づ き、 自治体 に お

ける条約の実施状況 について簡単に報告。広報・研修や 「子 ども議 会」の開催 な ど何 らかの形

で条約 実 施 の 一端 を担 って い る 自治体 も少 な くない が 、条 約 の子 ど も向 け広 報 を行 って い る 自

治体 が 圧倒 的 に少 ない こ と、 子 ど もの権 利 の ため の監 視 制 度が ほ とん ど設 置 され て い ない こ と

など、 まだ まだ課 題 が 多 い こ とが 明 らか に され た。

次 にマ イ クを とった平 さ ん は、法 務 省 の委 嘱 を受 け て子 ど もの 人権 保 障 の た め の活 動 をボ ラ

ンテ ィア的 な立 場 か ら行 う 「子 ど もの 人 権 専 門委 貞 」（子 ど も人権 オ ンブ ズマ ン） で あ る。 自

宅で24時 間態 勢 で 子 ど もの 人権 に 関 わ る電 話相 談 を受 け付 け る ほ か、「い じめ S O S ミニ レタ

ー」 と称 して料 金 受取 人払 の レ ター を 日野市 全 域 で 配 る な どのユ ニ ー ク な取組 み を行 って きた。

しか し、 P R 不 足等 もあ って まだ まだ子 ど も本 人 か らの 相談 が 少 な い とい う問題 が あ る とい う。
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また 、専 門 委員 1 人 の 力 で は限 界 が あ る こ とか ら、 将 来 的 には 、子 ビもた ちが 学校 の教 員 に も

親 に も友 達 に も相 談 で き な い よ う な 悩 み を相 談 で き 、 子 ど もた ち の 心 の よ り ど こ ろ に な る よ う

な第三 者 機 関 を作 りた い と希 望 を表 明 した。

田辺 裕子 さん は、 主 と して子 ど もの 地域 参 加 に関 わ る 中野 区 の施 策 を紹 介 。 1 ／ト学 校 区 にほ

ぼ 1 つ 設 置 されて い る児 童 館 を拠 点 とす る取 組 み と して、 児童 館 の さ ま ざま な行 事 に企 画段 階

か ら参 加 して も らう こ とに よ り意 見 表 明 の経 験 を積 み重 ね て も らった り、子 ど もに も参 加 して

も らっ て地 域 診 断 （道 路 が 狭 い 、 緑 が 少 ないetc．） を行 った りな どの例 を挙 げ た。 こ の ほか 、

中高 生 が 中心 にな って立 案・ 運 営 して大 人社 会 に 自分 たち の言 い た い こ とを訴 え る 「ハ イテ ィ

ー ン・ フ ォー ラム」 に も言 及。 準 公 選制 廃 止 後 の教 育 行 政 の あ り方 を考 え る中 で も、 学校 運 営

への区民参加・子 ども参加 、教育行 政に対す る苦情 に適切 に村応で きる仕組みの創設、教育行

政 に関す る審議 会の 設 置 とそ こへ の子 ど も参加 な どが提 案 されて い る とい う （た だ し学 校 現 場

に はな か なか受 け入 れ て も らえ ない との こ と）。

小宮 山 さん は 、子 ど もた ち に条約 を知 らせ る取 組 み 、子 ども議 会 の開催 、マ イ ノ リテ ィの子

ど もに対 す る権 利 保 障 の あ り方 の模 索 な ど につ いて 報告 。 子 ど も向 け広報 に 関 して は、小 学校

低 学 年・ 小 学校 高 学 年・ 中高 生 向 け の 3 種 類 のパ ン フ レ ッ トを作 り、 学校 を通 じて配 布 した こ

とな どが注 目 され た。子 ど も議 会 は1994 年 10 月 に開催 され 、95年 度 か らは 7 つ の行 政 区 で そ れ

ぞれ子 ど も会議 を開催 す る方 向 で検 討 を進 め てい る とい う。 そ の際 、学 校 な どの所 属 団体 を通

じて で は な く、 一般 公 募 の 形 で も子 ど もた ちが 参 加 で きる よ うに切 り替 え を図 って い る との こ

と。 マ イノ リテ ィの子 どもた ちへ の 権 利保 障 に関 して も、 ボ ラ ンテ ィア の 日本語 講 師の 派遣 や

日本 語教 室 の 開催 に留 ま らず 、何 らか の形 で制 度 的 に文 化保 障 を行 なえ る よ うな方 向 で検 討 を

進め て い る との報 告 が な され た。

北村 さんは、神奈川県 にいる外国籍の子 どもたちの現状 と、それに対応 して 「葦の会」が市

民団体 と して どの よ うな活動 を行 って い るか を報 告 。 と くに外 国 籍 の子 どもた ちが 母語 を どん

ど ん 忘 れ て し ま っ て お り、 親 た ち と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンが 難 し くな っ て い る こ とか ら、 カ ン

ボ ジア 人、 日系 ペ ル ー・ ブ ラ ジル 人 な どの 子 ど もを対 象 に母 語 教 室 を開い て い る こ と、外 国 籍

の子 ど もた ちの た めの居 場 所 作 りと して、 日本 語 と学 習補 習 の た め の教 室 をあ ち こち の地 域 で

開催 した り、年 に 1 回 の キ ャ ンプ を行 っ た りして い る こ とな どが報 告 され た。 また 、夜 間の 定

時制高校 に通ってい る高校生の家族が難民 申請を得 られず、け っきょく家族 ごと強制送還 され

てしまった事 例 を挙 げ て、 日本 で は子 ど もの権 利 条 約 よ り も入管 法 の 方 が優 先 され て い る こ と

を指摘。 日本 の国内で国際法の位置づ けがいかに低いかを痛感 した との詰 もあった。

以 上 、 い ず れの 取 組 み もまだ まだ端 緒 につ い た ばか りで あ る。 また 、 そ れぞ れ の担 当 者 の 人

並み以 上 の熱 意 に支 え られて い る とい う側 面 も強 い 。 こ う した取 組 み を例 外 で は な く一般 的 な

もの に して い け るか ど うか 、 そ れ は市 民 の力 量 にか か って い る ので は な いか 。

（平野裕二）
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子 どもア ク シ ョ ンひ ろ ば

「 子 ど も と お と な の 対 等 な 人 間 関 係 を築 くに は ど う した ら よ い か」

［コーデ ィネー ト］林大介、要友紀子、勝本浩司、佐藤記子、高橋亮平、水永啓子

今 年 の ア ク シ ョ ンひ ろば で は、 条約 が 発 効 され 1

年半 とい う こ とで、 条約 の効 果・ 手応 え とい っ た こ

とに着眼 して 、現 実 を検 証 してみ る こ とに しま した 。

そ うす る なか で 、「変 わ らな い大 人 と子 ど もの 関

係」 とい う こ と を 考 え た と き 、「そ も そ も子 ど も の

人権 を守 る と い う こ と は ど うい う事 な の か 」 とい う

基本 的 な問 題 に た ど りつ きま した 。

つ ま り、子 ど もの 権利 を守 る 「尊 重 す る」 とい う

こ とは 、単 に制 度 や 法 を整 えれ ば い い とい うので は な く、 大 人 と子 ど もが 日常 の学 校 生 括 の な

かで村等 な人 間関 係 を作 り上 げ る こ とか らは じめ なけ れ ばい け な いの で は ない か とい うこ とで

す。

そ こで 、話 し合 う内 容 と して設 定 したテ ー マ は 「子 どもの権 利 ・ 人権 とは何 か」「子 ど も と

はどの ような存 在 か」 また、「子 ど も と大 人 の違 い」「子 ど も と大 人 の距 離 感 」 そ れ を具体 化 し

た形 と して、「 ど うい う時 に教 師・ 親 と衝 突 す るか 」「 ど うい う時 に子 ど もを実 感 す る か」「ど

うい う時 に限界・ 壁 を感 じるか」「限 界・ 壁 を ど う乗 り越 える か」「大 人が 求 め る子 ど も、子 ど

もが 求 め る大 人」「子 ど もの最 善 の利 益 を大 人 が考 え る こ との 疑 問」 とい うこ と を話 し合 い ま

した 。

これ らの テ ーマ につ い て考 えた い と思 っ た理 由 は、 子 ど も と大 人 が本 当 にわ か りあ うた め に

いま両 者 の 間 にあ る空 隙 を埋 め て新 しい 関係 を作 る ため の試 みの ひ とつ と した い と思 った か ら

です。

話 し合 う形 式 と して は、小 グル ー プ に よる討論 、前 半 は子 ども タイ ム と大 人 タイム に分 けて 、

後半 は子 ど も＋大 人 タイ ム とい う具 合 にそ れぞ れが 話 す 時 間 を分 け て、 お たが いの 考 え方 の 違

いが 顕 著 に あ ら わ れ る よ う に し ま し た 。

当 日は 、各 十 人 ぐ らいの小 グル ー プ に分 か れ て 、 どち らかが偏 らない よ うに、 大 人子 どもの

人数 を釣 り合 う よ うに したか ったの で す が、 中高 生 の 数 が少 な く大 人 の 方 が多 か った の は残 念

でした 。各 グル ー プ の討論 内容 と して は 、条 約 の理 解 の あ る人 が多 い とい うこ とが あ っ て、馴

れ合い状態で終わった とい う感想が多かったです。

あ と、企 画 例 の意 図 （話 し合 って ほ しい テー マ） と、参 加 者側 の ニー ズ （話 し合 い たい こ と）

のズ レが 生 じた とい う こ とが あ ります 。今 回の テ ーマ は 、各 地 で何 度 も話 し合 われ て きた こ と

の繰 り返 し に な ら な い よ う に 、 又 、 タ イ ム リー な 問 題 と し て 、 考 え よ う と い う こ と で 設 定 した

もの です が 、 か な り抽 象 的 な 質 問内 容 な ため 、具 体 的 な問題 に走 りたが る とい う傾 向 がみ られ

ました。 例 えば 、 グ ルー プに よって は 、制 服 問題 や い じめ、 不登 校 の 問題 につ い て議 論 に なる
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とい う具 合 で す 。 その 中 で 、「大 人 と子 ど もの 人 間関 係」 とい う もの を見 つ め直 した と き，「大

人が よか れ と思 っ てい る こ とが 子 ど もの足 か せ にな って い る」 又 、「『と もに』 とい う言 葉 が 言

葉だ け で 実 際 に はお し きせ に な って い る」「子 どもは大 人 に対 して謝 るけ ど大 人 は子 ど もに対

して 謝 らない」 とい う指摘 が 出 され 、新 しい 関係 をつ くる ため に、「（大 人 が） 子 ど もの立 場 に

立って考 え る こ とが 大切 」、「対 等 な関係 とは、 日々の積 み重 ねで つ くって い く もの 」、「大 人 に

も子 ど もに もそ れ ぞれ 違 った経 験 と知恵 が あ るの だか らそ れ を シェ ア して い くこ とが大 切 」 等

等の 意見 が提 案 され ま した 。 又 、 テ ー マ に対 して 、「子 ど も と大 人 と、分 け て い る時 点 で す で

にわ か り合 え て い な い の で は ？」 と い う指 摘 も あ り ま した 。

全体的 に参加 人数が少なかったのは、各団体への呼びかけがあったにもかかわらず、昨年の

ように集 ま らな か った とい うこ とや 、 開催 日が他 の 集 会 の 日と重 な っ た とい うこ とが挙 げ られ

ます。 しか し、 それ に して も、 子 ど もの参加 人数 が顕 著 に少 なか っ たの に関 して は、 こ れは 、

偶然 な のか 必然 なの か とい う疑 問 が残 ります 。 グル ー プ討 論 の 中 で もあ った よ う に、「（制 服 の

と り くみ につ い て） 職 員 のか な りの部 分 が 自由化 で もい い と言 ってい るの に、 生徒 の方 が 急 に

変えて い い と言 っ て くれ る ワ ケが ない とか 、 自校 の ア イ デ ンテ ィテ ィー を残 したい と、 制 服 を

何らか の形 で 残 したい と言 う。 若 い の に保 守 的」 とい う実 情 が あ ります 。つ ま り、生 徒 の 人権

意識 とい うの が低 くな って い る とい う問題 が あ ります。 一 方 で 、条 約 の批 准 を問題 解 決 の 一環

と して見 倣 して しま って い る空 気 とい うの も感 じない わ けで は あ りませ ん。

この こ とを、私 たち は新 た に考 え て いか なけ れ ばい け ない 問題 と して 受 け止 め なけ れ ばい け

いな い と思 い ま し た 。

（要友紀子）

交流会

夕 食 を と りなが ら、参 加 した 一 人 ひ と りが交 流 を深 め ま した。

第 1 分科会 学校 にお ける子 どもの権 利

－ い じめ・ 体 罰 を中心 に－

［進行］島ノ江一彦 （立正大学 、元高校長）、藤井幹夫 （高校教諭 、教育活動 を考 える会）

［提起］

（ 1） 子 ど もの立 場 か ら ＝井上 克弘 （ハ ー トボ イス）

（ 2） 親の立場 から ＝大沢順子 （母親）

（ 3） 教員の立場か ら ＝治田邦宏 （中学校教諭）

［コ メ ン ト］

（ 1） ジ ャー ナ リス ト ＝石塚 淳子 （毎 日中学 生新 開）

（ 2） 教育研 究者 ＝林量倣 （埼玉大学、子 どもの人権埼玉ネ ッ ト）

（ 3） 教育現場 から① ＝島 ノ江一彦
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（ 4） 教育現場か ら② ＝芹沢秀行 （中学校教諭）

い じめの 経験 を もつ 若 者 、 わが 子 が い じめ を受 けた 母 親 、い じめ や不 登 校 に と り くむ 中学 校

教員 か ら の 提 起 を う け て 、 ジ ャ ー ナ リ ス ト、 教 育 研 究 者 な ど も コ メ ン テ ー タ ー と し て 加 わ り、

参加 者 と と もに 、1 ．学 校 にお け る子 ど もの権 利 の 現状 を確 認 し、 問 題 点 をお さえ 、展 望 を探

る。2 ． そ れぞ れ の立 場 か らの発 言 を通 じて、 問題 を多 角 的、 立 体 的 に とら える。3 ． 違 う立 場

からの発 言 を通 じて 自分 の立 場 か らで は 見 え な か っ た視 点 を発 見 す る。4 ． と くに 「閉 鎖 的」

と言 わ れが ちな学 校 現 場 の教 職 員 に多 く参 加 して も らい 、本 音 で 建設 的 な議論 を深 め る。 の四

点を重視 しなが ら学 校 にお け る子 ど もの権 利 を、 い じめ・ 不 登 校・ 体 罰 な どの 問題 を通 じて議

論し、 多角 的 に検 証 しま した。

第 2 分科会 遊び・文化的活動への子 どもの権利 と地域社会

［進行］細沼淑子 （児演協）、満江聖子 （児童館）

［報告］

（ 1） 地域 での子 どもの文化的活動 ＝進藤敬子 （久喜子 ども劇場、埼玉 ネ ット）

（ 2） まちづ く りの視 点 か ら ＝荻 原礼 子 （ま ちづ くりデザ イ ナ ー）

（ 3） 海外 におけ る遊 びの権利 の とりくみ

＝関戸 まゆみ （ I P A 日本支 部 、 羽根 木 プ レーパ ー ク）

（ 4） 児童館の と りくみ ＝山下正子 （足立 区児童館）

以 上 4 人 の 報告 で共 通 して 言 え る こ とは、 子 ど もの遊 び 、子 ど もが主 人 公 にな る文 化 的活 動

（3 1条 を保 障 して い くこ と） を 阻 んで い るの は 、他 で もない 、親 や 地 域 の 大 人 た ち で あ る とい

う こ と で あ る 。

埼 玉県 子 ど も劇場 子 ど もの 集 団部 局 の調 査 に よる と、 い ち ば ん遊 びや ゆ と りの ない のが 親 で 、

意識 の高 い親 ほ ど子 ど もを塾 や お けい こ ご とに追 いや り親子 で忙 しく、 母親 に よる体罰 が い ち

ばん多 い とい う。 また、 遊 び を も狭 義 の教 育 的 観 点 か ら大 人が 用 意 しす ぎて しま う とい う皮 肉

な事 実 や、 大 人 が遊 び を しらな い、教 え る こ とが で きない こ と、子 ど も会 の担 い手 が老 人 ばか

りに なっ てつ ぶ れ そ うであ る こ とな どの声 が 参 加 者 か らあ が る。

世田谷 は太子堂で昭和のは じめか ら三世代 にわたる遊び場調査 をした荻原 さんからは都市化

とと もに道 、 空 き地、 建 物 の 陰 、す き間 な ど、子 ど もの居 場 所 が な くな って い く現 状 が ス ラ イ

ドで 報告 され る。

そ ん な 中で 、足 立 区児 童館 の 山下 さん の報 告 は大 人 の関 わ り方 次 第 で、 生 き生 きと した子 ど

も集 団 は作 れ る とい うこ とを証 明 して くれ る。 “変 身隊 ” とい う子 ど も集 団 が児 童 館 の職 員 の 、

友だち 同志 もっ と横 に声 をか け あい 、 自分 で遊 び をつ くって い って ほ しい とい う願 い の も と、
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組織 されてい く。その姿 は親たちの協 同を生み、地域 の小学校 の校長の理解で学校が解放 され、

水や火 を使 い、 泊 りこみ も可 能 な キ ャ ン プ場 に もなる ほ ど。

手や 口はださない地域住民 と学校の支援 でこの “変 身隊”は、児童館 を離れて今 も続いてい

る と い う 。

また 、住 民 の 運営 に よ る公 園 と して有 名 な羽根 木 プ レー パ ー ク には 、い つ で もそ こへ行 け ば、

場と遊 ぶ素 材 が あ り、 禁 止事 項 の ない都 市 の遊 び場 と して 、木 に登 り、屋根 か ら とびお り、穴

を掘 り、水 を流 し、火 を焚 く自由 な子 ど も と大 人 の姿 が あ る。

子 ど もは暇 さえ あれ ば遊 ぶ もの だか ら、特 に意識 しな くて いい ん じゃ ない か と思 わ れ が ち だ

が、 人 的 に も場 と して も環境 整 備 は必 要 であ る と関戸 さん。

イギ リス の例 を とる と、1925年 に当時 の首 相 が 「遊 ぶ権 利 は、子 ど もが そ の地 域 社 会 で具 体

的に主張 し要 求 す る。何 故 な ら遊 び は一 生 を通 して人 間 の本 性 と して の学 習 で あ る。 も しそ れ

を侵 害 す る こ とが あれ ば 、 そ こ に住 む人 の 心 に も身体 に も深 く残 る傷 をつ くる」 と して 、国 会

の中で子 どもの遊 びの重 要性が唱 えられ、調査報告書がだされ、それにそって遊 び場 をつ くり、

プ レ イ ワ ー カ ー を 育 て あ げ て きて い る と い う 。

子 ど もの議 員 連 盟 をつ く り、 制度 、 シス テ ム と して子 ど もの遊 び を保 障す る ため に行 動 した

いという参加者 の声や、あ らゆる場面で幼稚 園、学校 、教組、不登校の親の会 などと手 を結び、

いろ い ろ な人が い て居 心 地 の い い場 所 を作 りた い と実践 してい る進 藤 さん の報 告 や 、詳 細 は割

愛す るが、民 間の学童保育所で 自由保育 を展 開 している青年指導員の実践等 々に希望 を感 じあ

った第 2 分科会で した。

（細沼淑子）

第3 分科会 子 どもた ちと家族一虐待 か らの保護 、家庭環境 －

［進行］和多田雅子 （編集者）

［報告］

（ 1） 子 ど もの 虐待 につ い て

＝龍 野 陽 子 （子 どもの虐 待 防 止 セ ン ター）

（ 2） タイ、 ネパ ー ルの子 ど もた ち を見 て

＝鶴 田厚子 （セ ー ブ・ ザ ・ チ ル ドレ ン・ ジ ャパ ン）

子育 てに悩 んで いる親は多 く、特 に、近年の社会

病理 と もい え る 「母 親 の 虐 待 」。 龍 野 さ ん か ら、虐

待を して しま う実 母 に よる電 話 相 談 を中心 に レポ ー

卜し て 頂 い た 。

現代の虐待 は、昔の もの とは性格が異 な り、経済的に も、学歴・教養 も中流以上 で、育児 に

熱心 な母 に よる もの が ほ とん ど。母 親 自身 が 「い い お母 さ ん にな ろ う」 と して 、 この こ とだ け
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に縛 られ てい る よ うにみ え る。 特 に、新 生 児室 にい る時 か ら育 て る のが 非常 に難 しい、 い わ ゆ

る デ イ フ ィ カ ル トチ ャ イ ル ドを 持 つ 母 は 、 ス ト レス の は け 口 と して 、 虐 待 行 動 に 出 て し ま う よ

うだ。 リー ダー シ ップが あ っ て、 自己主 張 の 出来 る子 ど もを 「い い子 」 と して社 会 が認 め て い

る部分 が あ り、母 へ の 大 きな圧 力 とな っ てい る。 また 、子 育 て専 業 期 の 母 は、 夫 以外 の 大 人 と

話す こ とが 稀 で 、苦 しみ に共 感 して くれ る人 が い ない。 い くら 「お母 さん ロ ボ ッ ト」 を演 じて

いて も、 お 母 さん 自身 が生 き生 き と した人 生 を送 って い ない と、 人 間 と人 間 との 関係 とい う と

ころで、 う ま くいか ない の で は ない か。 また 、虐 待 の な かで も大 きな問題 で あ る虐待 の世代 間

連鎖 。虐 待 が 陰湿 で 、 ど う して もや め られ な い母 は、 この よ うに 、 その 母 の子 ど も時代 に同 じ

ような経 験 が あ る こ とが多 い そ うだ。 子 育 て を して い る時 、子 ど もの頃 の感 覚 が よみが え って

くるの であ る。 人 間 は、悲 しい こ とに、 与 え られ た もの しか 出 す こ とは難 しい。 暖 か い子 ど も

時代 の感 覚 が な い、 傷 つ い た母 に対 して、子 ど もに村 す る今 の接 し方 を肯定 して 、周 りの もの

が、 母 をそ こか ら育 て て あ げ る こ とが必 要 で あ る。

続 い て 、 タ イ ・ ネ パ ー ル ・ フ ィ リ ピ ン な ど で 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 続 け て い る鶴 田 さ ん よ り、

ボラ ンテ ィ ア を通 じて 、貧 困や 急速 な経 済発 展 と社 会変 化 に よっ て犠 牲 にな って い る子 ど もた

ちの 姿 を レポ ー ト して 頂 い た 。

N G O の 活動 で は、 交流 部 分 と、帰 国 後 の活 動 につ な げ る こ とを大 切 に しなが ら、現 地 の人

人が 自分 たち で 問題 を解決 で きる よ うに活 動 してい る。 海 外 の活 動 に よ り、お 互 いが 協 力 す る

ことで 自国 の 問題 解 決 につ な げて い け る。

ネパ ール で は 、育 児・ 家 事・ 野 良仕 事 な ど をす るた め、 女性 は家 にい る もの とい う見 方 が根

強い。幼い頃か ら労働 に従事す るため、女性 の平均寿命が男性 の平均寿命 より短い国の 1 つ。

学校に もいかないので、識字率 も低 いのが現状 である。 N G O の活動 として、母親 の識字教室

を行 い、 知 識 を含 め 、社 会 へ の 窓 口 を開 く方 向 で援助 してい る。 一 方子 ど も達 は 、一 般化 して

いる貧 困 の 中 で 、生 き残 る ため に子 守 か ら家畜 の世 話・ 薪 集 め と、 労働 しな けれ ば な らない状

況にあ る。昼 は労 働 をせ ざ る を得 な い ため 、朝 2 時 間勉 強 す る 「朝 の教 室 」 を開 い てい る。 整

列す る こ とす ら難 しい子 ど も達 だが 、 楽 しん で学 ん で い る。子 ど もが み な りを整 え 「教 室」 に

行くこ とが 雰 囲気 と して大 人 に もい い影 響 を与 えて い るの をみ る と、 つ くづ く子 ど もが社 会 を

変え てい くの だ な と思 う。 タ イで は、 売春 ・ A I D S ・ 労働 ・ 薬 物 な どの 児 童 問題 が あ る。 近

年、中学義務教育化が進 められ、進学率は、70 ～80 ％。 しか し一方で、就職 した農村部の子 ど

もた ちが売 春 す る とい う事 実 が あ る。 大 人 た ち は出稼 ぎの た め子 ど もを放 り、物 ほ しさに子 ど

もを売 る。 また特 に問題 な こ とは薬 物 問題 で、小 さな村 の 店 で も薬物 が 手 に入 る状 態 で あ る。

これ らの 問題 に対 し、 N G O は先 生 や 青 年 団 を 中心 にサ ポー トして い く。

先 日、子 ど もの 権利 の発 表 ア ピー ル大 会 が行 なわ れ、 N G O は コー デ ィネー トの役 割 を果 た

した。 様 々 な問 題 に対 して 、「個 人 」 に対応 す る こ と と、 国 レベ ル です べ きこ と に声 を出 して

いく。 この両 方 を、 同時 に進 め て いか なけ れ ば な らな い。

この後、感想 を交えた質疑応答 を行い、学生か ら現場で働 く人 まで、幅広 く意見交換が され、

第3 分科 会 は、 幕 を閉 じた。

（市原朋 、木村裕子 、和多田雅子）
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第 4 分 科 会 ［少 年 司 法 ］子 ど も を 「 さ さえ る」

－パ ー トナ ー シ ップの実現 の た めに－

［進行］吉峯康博 （弁護士）

［報告］

ある少年 の立 ち直 り＝ 山田 君 （仮 名 ）

［コ メ ン ト］

（ 1） 子 ど も、 大 人 、そ して社 会 は非行 少 年 とど う関 わ って い るの か 一家 裁 調査 官 の 目か ら－

＝寺尾絢彦 （仝司法、家裁調査官）

（ 2） 社 会 生 活 や学 校 生 括 に失 敗 した子 ど もを さ さえ、 さ さえあ う こ とが い まで きに くい のか

＝内 田良子 （カ ウ ンセ ラー）

（ 3） 子 どもの権利委員会 （ジュネーブ）報告 ＝佐々木光明 （日本体育大学）

東京の北部、練馬区。その住宅街 の一角 を抜 けた所 に、東京少年鑑別所 とい う施設がある。

非行 をお こ した少 年 た ち の 中 で も、 こ の鑑 別 所 にや っ て くる子 はそ う多 くな い。「練 鑑 」 とい

う別 称 で知 られ る この施 設 に、 今 回の 第 4 分 科 会 で 自 らの体験 を語 って くれ た山 田 君 もい た。

山 田君 は都 内の あ る高 校 に通 って い た。進 学 問題 な どの 悩 み を抱 え る うち に、気 が つ い た と

きに は非 行 を繰 り返 す生 活 に陥 っ て い た。警 察 に捕 まっ た と き も、 警 察 は どこ まで知 って い る

のだろ うとい う、憶 測 が 先 に立 っ た。 非行 問題 で は 、 え て して 回 りを取 り巻 く人 々が よ きに つ

け悪 しきにつ け、重 要 な役 割 を演 じる。彼 の事 件 の場 合 には 、多 くの熱 心 な人 々が 関 わ って く

れたため に、 新 た な道 を切 り開 い てい け る今 の彼 が あ る。 警察 に捕 まっ た ときに 関 わ った弁 護

士、そ して鑑別所か ら少年院 に送 られた彼が復学するの に尽力 して くれた学校の先生 と保護司。

こう した 人 々の 支 え で 山 田君 は復 学 し、卒 業 し、 そ して 自分 の進 む 道 を見 い だ す こ とが で きた。

こ う した ネ ッ トワー ク を支 え る こ とが で きたの は 、彼 が警 察 に捕 まっ た段 階 か ら関 わ っ て く

れた弁 護士 の 力 が大 きか った。 法 律 専 門 家 と して よ り も、 む しろ非行 か らの 立 ち直 りを演 出す

るコーデ ィネー ター と して の役 割 を果 た して く．れ た。 非行 か らの 立 ち直 りを支 え る ため に大 切

なもの は何 か 、 とい う ヒ ン トを参 加 者 た ち に与 えて くれ た の か も しれ な い。

分 科 会 に参加 した人 々は 、年 齢 も育 ち も背 景 事情 もさ ま ざま。 中 に は 山田君 と同 じ年代 の 少

年た ち もいた 。彼 らの 素 直 な感 想 、 山 田君 とお 母 さんの 、 人前 に立 と うとい う勇 気 。 そ してそ

うした流 れ を、分 か りや す く読 み 解 き解 説 して くれ た、 実務 家 や研 究 者 の 人 々。 今 年 の 第 4 分

科会 には、 や は り多 くの 関心 が 集 ま って い た よ うだ。

（寺中 誠）
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第5 分科会 障害 をもった子 どもの権 利

［進行］児玉勇二 （弁護士）

［報告］

（ 1） M ち ゃん裁 判 を通 して 「体罰 と障 害 児 の人 権」

＝相川 裕 （弁護士）

（ 2） 日本の統合教育の現状 とその闘い

＝古川清治 （障害児 を普通学校へ・ 全国連絡会）

（ 3） 障害児 と人権 ＝児玉勇二 （弁護士）

第 5 分科会の参加者 は2 1名 、脳性小児 マヒによる

障害を持 ちなが ら小学校以来地域 の学校 に通 って き

た大学生、障害児 の親、養護学校教員、教育学科 に在籍の大学生 など、いろいろな立場の方が

集 ま り ま し た 。

午 前 中 は、 最 初 に全 員 が 簡単 な 自己紹 介 を行 い 、 日頃考 え てい る こ とや 活動 してい る こ と、

あるい は この 分科 会 に参 加 した動 機 な どを話 して も らい ま した。

その後 、 プ ログ ラ ム に沿 っ て報 告 者 に よる報告 が な され ま した。

相川からは、 M ちゃん裁判 の事実関係 （青梅市 にあ る知的障害児の適所施設で、指導員によ

る 日常 的 な暴力 的指 導 を背 景 と して 、 自閉症 のM ち ゃん に対 し腿 を両 手 で 叩 き顔 を平 手打 ち し

て鼻血を出 させ る暴行がな された と して、指導員、青梅市社会福祉協議会、青梅市、東京都 を

被告 として損害賠償請求訴訟が東京地裁 に係属 中）が説明 され、障害児施設内での暴行 が生ず

るメカニ ズム等 につ い て 問題 提 起 が され ま した。 これ を受 けて 、児 玉 弁護 士 か ら、補 足 と して 、

障害児施設の密室性 とい う問題や権利主張で きない状況 を生 んでいる要因 （障害者本人が障害

ゆ えに被 害 につ いて モ ノが言 え ない 、慢 性 的 な施 設不 足 な ど に よ り親 が施 設 に対 して異 議 を言

えない、施設や指導員 をかばい守 ろ うとす る力が働 く等 々）、裁判所が指導者 の 「熱心 さ」 を

重視 しが ち で あ る こ とな どの 指摘 が あ りま した。

次 に古 川 さんか らは 、報 告 者 自 らが 子 ど もを普 通学 級 に通 わせ て きた経 験 を踏 まえ た具 体 的

なお話が あ りま した。「現状 は、障害児がいわば普通学級 に押 し入っている状態 だが、入 って

から も、行 事 が あ る度 に子 どもの参 加 辞 退 を求 め られ る し、普 段 の授 業 のス タ イル も教 科 書 に

よる一 斉授 業 で 、 一 人一 人 が 考 え る力 をつ け られ る よ うな もの で ない 。 これ で は 、統 合 教 育 と

は言 えないので はないか。」「就学先 を決定するのは教育委員会だ とする学校保健法 4 条、 5 条

な ども、権 利 条 約 に反す るの で は なか ろ うか。」等 々 い ろい ろ なお 話が あ り、 そ して、「障 害観 、

子ども観 を根 本 的 に見 直 さ ない 限 り、 結合 数 育 は あ り得 ない。」 と締 め く くられ ま した。

参加者か らも、統合教育 につ いて、「最重度の障害者か ら優先 して地域の学校での統合の 目

標に され るべ きだ と思 う。」 と して、 そ の 具体 的 な取 組 み と して旭 川市 で の 地 域 の 学校 と療 育

センター との 提携 に よる教 育 の例 が 紹 介 され ま した。
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児玉 さんか らは、 M ちゃん裁判以外 の障害児の訴訟の動向 も含め、障害児 に対す る体罰 の事

件が どん どん表 に 出て きた状 況 につ い て報 告 され ま した。

これ らの報告 を受 け、午後の討論 では、「養護学校の閉鎖性 （その 中で職員 による暴力が あ

るが 問題 と して と りあ げ られ な い 実態 ）」 や 「重 い 障害 の子 は暴 力 や 体 罰 を表現 す る こ とは で

きな い だけ で 、感 性 は きち ん と育 って い て、 先生 が ど うい う気持 ち で接 して くれて い る か 、 ち

やん と分 か っ て い る」 とい う指摘 が あ り、 ま た、「 日本 で は 『障 害 』 に対 す る認 識 が 遅 れ てい

る。 日本で一般 に 『障害』 とい う言葉 には『損傷』『能力不全』『障害』の 3 つの意味 を含 むが

これ らが 明確 に意識 されていない。」 とい う問題、統合教育 を受 けてい る現場 での 「障害児 に

対する詰め込 み教育」 の体験談 など多 くの論 点について、活発 な発言が なされま した。

感 想 も含 め て参 加 者全 員 に発 言 して もらい 、「条 約 に よっ て どの よ う な変化 が あ っ たか 」 と

いう よ り 「条 約 に よ っ て どの よ う な 変 化 を作 る か 」 を展 望 して い こ う とい う ま とめ 的 な 意 見 も

出るなど、非常 に有意義 な分科会だった と思います。

私個人 にとっては、当事者で統合教育の中で育 って きた方のお話が非常に印象 に残 っていま

す。

（相 川 裕）

第6 分科会 外国人の子 どもの人権

［進行］浜田進士 （国際子 ども権利 セ ンター）

［報告］

（ 1） 国際婚外子 一日比混血児 について ＝浜 田進士

（ 2） 日系 人の 子 ど も一 日本 人 と外 国人 の子 ど もの 交

流の実践 から

＝豊住 マルシア （外国人のための巡回指導委員）

（ 3） 定住外国人 と滞 日外国人一保育園 における多文

化共生学習の試み

＝ユ ン キ ョンヘ （川 崎市 桜 本 保 育 園 ）

「 ジ ャパ ニ ー ズ・ フ ィ リ ピー ノ・ チ ル ドレ ン」「無 国 籍 の子 ど もに 国籍 を」 裁 判 問題 に な る

たび に、新 聞 や T V で よ く目に して きた 。 いつ か らこ ん な世 の 中 に な ったの か 、 なぜ 子 ど もが

犠牲 にな って しま うの か 、 目にす るた び心 が 痛 む。 私 達 の参 加 者 の 多 くは、 そ ん な気 持 ち とい

らだち を抱 きなが ら、 第 6 分 科 会 に参加 して下 さっ た方 が多 い。 参 加者 の 中 には 、 日系 人 、教

育関係者 、また外 国人の子 どもの人権 に関わ り、興味 を持 つ人が集 ま り、自分の経験・ 知識 か

ら語 りあ っ た 。

まず 、 浜 田 さんが 「国 際 婚外 子」 につ い て語 って くれ た 。「国際 婚 外 子 」 － も し自分 に 国籍

がなか っ た ら。考 え た こ とが ない 人 が多 い と思 うが 、現 実 に無 国籍 の子 ど もが数 多 く存 在 す る。

－16－



特に 問 題 に な っ て い る 「 ジ ャパ ニ ー ズ ・ フ ィ リ ピー ノ ・ チ ル ドレ ン」 は 、 日本 人 男 性 と フ ィ リ

ピン女性の間に生 まれた混血児である。平凡な家庭 が築 けていれば、何 の問題 も起 こ らなかっ

ただろ うが 、現 実 は相手 の 日本 人男 性 が 妻子 持 ちで あ った り、子 ども を妊 娠 した か ら と捨 て ら

れて しま う女性 が 多 い 。子 ど もを認 知 して も らえ ない ばか りか 、養 育 費 も もら えな い。 生 活 で

きない母 親 は 、子 ど も を捨 て るケ ー ス も増 え てい る。 さ ら に罪 の ない子 ど もた ち に 「差 別」 と

いう大 きな壁 が つ きあ た る。 人 間 は もの で は ない 。 こ ん な こ とが あ って い いの か。 日本 人 と し

て認 識 しなけ れ ばい け な い現 実 を 目に した気 が した。

「 日系 人 の子 ども」 一豊 住 さん は忙 しい 時 間 を割 い て、 日頃の 自分 達 の活 動 を してい る綾 瀬

市を きっか け に、 日本 人 につ い て指 摘 した。 綾 瀬市 は 中小 企 業 が 多 く、 日本 で 3 K と言 わ れ る

仕事 を外国人労働者が補 ってい る。 に もかかわらず、外国人に対す る差別や暴力が多い。ブラ

ジルでは、暴力 に村する人権 には敏感で、学校内における日本 の考 え方に怒 りを抱 いた。人権

は校長が謝罪 して許 される ものではない。 日本の学校文化・社会文化 は何かが間違 っている。

日本 に い る外 国人 を受 け入 れ られ な い 日本 人が 、 国際 化 に向 け て一 歩 ふ み だせ る はず が ない。

もっ と多 くの外 国 人 とふ れあ う こ とが 、何 よ り真 の 国際化 へ の一 歩 で は ない だ ろ うか。

「定住外 国人」 一父親が 1 世、母親が 2 世、 自分 の感覚は 2 世半 とお話 し下 さったユ ンさん。

保母 とい う職 業 に立 ち 、 キ リス ト教 会 系 の保 育 園 で多 国 籍 か ら成 る子 ど もた ち と接 して 、子 ど

もに文 化 を伝 え よ う と してい る姿 に胸 が 熱 くな った。 特 に、韓 国・ 朝 鮮 な ど、 日本 に文化 を消

され て しまっ た とい う、 限 られ た 中で事 実 を伝 え た い とい うユ ンさん に、 本 来 の先 生 の姿 を見

せられた気 が した。 ママ イ・ パ パ イ たち と協 力 して伝 えあ お う と、 各 国 の言 葉 を用 いた連 絡 ノ

ートを作 成 した り、親 と子 の接 点 を持 て る よ うな参 観 日 を した り、子 ど も 1 人 1 人 が 主 人公 に

なれ る よ うに と思 う先 生 の願 い は、 第 6 分 科 会 の参 加 者 が皆 同 じ気 持 ちで あ った に違 い な い と

思う。

外 国 人 の子 ど も達 に何 が で きるか 。 日本 人 も裏 を返 せ ば、 外 国 人 なの で あ る。 基 本 的 な こ こ

の認 識 か ら始 め な け れ ばい け な い気 が す る。 日本 人 が 日本 人 と して出 会 うチ ャ ンス 、外 国 人 と

接して み て教 え られ る こ との な かか ら、 自分 で判 断 して 、認 識 して い く能力 が 問 われ て い るの

では ない だ ろ うか。 私 達 は子 ど もに、本 物 を与 え られ る大 人 で あ りたい と思 っ た。

（佐藤記子）

第 7 分科会 阪神 大震 災 と子 どものケ ア

［進行］三宅隆史 （S V A ）

［報告］

（ 1） 避難所 になった学校 か ら ＝三好亜矢子 （映画 「六 甲小 学校」制作者）

（ 2） 子 ど もの遊 び場 を作 って ＝須永 力 （世 田谷 プ レーパーク）

（ 3） 子 ど もの メ ンタル・ ケ ア ＝賀 陽 洒 （北 山 病 院精 神 科 ）
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（ 4） 震 災 後 の 子 ど もと こ ころ とか らだ

＝中村安秀 （東京大学医学部小児科）

三好 さんは、避難所の一つになった神戸市灘区の

小学校 を震 災 直後 か ら11 カ月間 にわ た り取材 した経

験を報告 した。地震発生直後は3，000名 もの被災者が

学校 に避難 した。学校が これ ほど地域 に解放 され、

社会 的 な存在 とな った経 験 は これ まで に なか ったた

め、 当然 の こ とで はあ るが 様 々 な問題 が 起 きた。 第

一に、地震直後は教師、親 （P T A ）、地域住民 （被災者）の三者 の間 に連帯感があったが、時

が経つ につれて村立、衝突が起 きる ようになった。第二 に、避難所 となった学校で、当初子 ど

も は 生 き 生 き して い た が 、 落 ち つ い て く る と ア ナ ー キ ー 的 な状 態 に な り、 め ん ど う な こ とは や

りた くない とい う態度 に陥 った 。 この 意 味で 子 ど もの教 育 を学 校 、 地域 に担 い きれ な か った と

言え る。 学校 に関 して今 回の震 災 か ら言 え る こ とは 、学 校 が 日常 的 に もっ と地 域 に開 かれ た存

在とな り、地 域 の 共 同体 性 を育 む役 割 を担 っ て欲 しい とい うこ とだ。 そ うす れ ば大 規 模 災害 発

生時 にお い て学 校 は子 ど もや 地域 住 民 の た め に もっ と役 立 つ こ とが で きる と思 う。

須 永 さん は、 S V A （曹 洞宗 国際 ボ ラ ンテ ィア会） と協 力 して、 テ ン ト村 とな っ た長 田 区南

駒生公 園で 6 月 末 まで子 どもの遊 び場 を運営 した経験 を報告 した。 この公 園には約 3，000名 の

人び とが テ ン ト生活 を送 って い たが 、 そ の うち半 数 を定住 ベ トナ ム難民 の 人 た ち が 占め 、 かつ

日本人 とベ トナム人の居 住区域が真 っ二つに分かれていた。また遊び場であ った公園が避難所

にな って しまい 、 かつ 親 は子 ど もの 面倒 をみ て い られ ない状 態 だ った ため 、子 ど もが遊 ぶ こ と

ので きる空 間 や 時 間が な くな っ てい た 。 そ こで 、（∋子 ど もが 伸 び伸 び と遊 ぶ こ とが で き、 いつ

でもい られ る空 間 を作 る こ と、② ベ トナ ム人 と 日本 人 の接 触 、 コ ミュ ニ ケー シ ョ ンの促 進 をは

かる こ とを 目的 に始 ま った。 子 どもた ち は と にか く元気 で 、励 ます つ も りで参 加 した ボ ラ ンテ

ィ ア が 逆 に 圧 倒 さ れ て し ま う こ とが 多 く、 子 ど も た ち の パ ワ ー を感 じ た 。 感 じ た こ と は 、 も と

もと神 戸 に は子 ど もの 遊 び場 が 少 ない こ とだ。／トさ くて も良 いか ら子 ど もが の び のび とで きる

空間 （広 場 や公 園） を提 供 す る こ とが必 要 だ と痛 感 した。

賀 陽 さん は、精 神 科 医 の立 場 か ら阪神 大 震 災が 子 ど もの心 に どの よう な影響 を与 えた か を報

告した。 あの 時 、 あの場 所 の恐 怖 体験 が 襲 って くる フ ラ ッシ ュ・ バ ック、外 界 に対 す る反 応 の

低下、不眠やおびえの ような緊張状態 の持続 とい った症状が起 こることを P T S D （心 的外傷

後ス トレス 障害 ） とい うが、 この よ うな症 状 が見 られ る子 どもは 、確 か にお り、 特 に震 災 孤 児

に多 い。 とい って も全 て の子 ど もに P T S D が見 られ る訳 で はな い。 多 くの子 どもは震 災 後 の

日々 をけ なげ に生 きて きた。 子 ど もに とって大 切 なの は、 子 ど もに とって安 心 して い られ る環

境（H olding Environment）であり、具体的には家族、友だち、学校、地域社会が子どもの周り

にあ る とい う こ とだ。被 災 後 P T S D が 見 られ た子 ど もた ちの 多 くが 語 っ た 「神 戸 が傾 いて い

る」 とい う言葉 は子 ど もを守 る環境 が 崩 れ た こ とを物 語 って い る。 この よ うな意味 で共 同体性

を全 く無 視 し、 人 間 を個 と して扱 って い る 「仮 設住 宅」 は問題 が多 い。 フ ィ リピ ンの ピナ ツボ

火山大 噴 火 の 時 は、被 災 者 は村 （コ ミュニ テ ィ） ご と再 居 住 地 区 に移 った とい う。
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中村 さんは、 T I S C H （東京 国際保健医療研究会） とい う医療支援 を神戸市で行 った医師

のグループの経験 とその後の継続 的な調査 か ら、子 どもの心 と体、緊急援助のあ り方 について

報告 した。緊急援助 についての今回の教訓 は、避難所では人間の基本的なニーズ （B asic Human

N eeds） で あ る水 、食料 、居住 が最低 ライン以下だ ったことだ。サハ リン地震被災者の状況 よ

りも阪神 大 震災 被 災者 の 方 が は るか に悪 い状 況 にあ った。 また30 万人 もの被 災 者が で る と、「災

害弱者」 が最 も大変だ。 た とえば、耳の不 自由な人のための手話通訳 、子 どものための臨床心

理士が足 りない。 これ らの分野の専門家の養成 と組織化が急務 だ。子 どもについては、体の面

は、先 に述べ た人間の基本 的なニーズが避難所 で満たされていなか ったため に、被災後 2 週 間

に39％ が発熱 を伴 う急性呼吸器感染症 にかかった。心 の面 については P T S D は マ スコ ミでい

われ るほ ど深 刻 で は な く、 ポ ジ テ ィブ な反応 を示 して い る子 ど もが 多 い。 地 震 そ の もの よ りも

その後 の環 境 が 子 ど もに大 きな影 響 を与 えて い る。

分 科 会 の結 論 と して は 、経 済 優 先 に よ る都 市 開発 に よ って共 同体性 が 失 われ て しま った こ と

が、震災後 の子 どもたち に悪影響 を与 えている。大規模災害 から子 どもを守るには、家族や学

校、地域 の共同体性 を再生 し、強化す ることが急務 だ。

（三宅隆史）

第 8 分科会 意見表明・ 参加の権利

［進行］佐藤 治 （高校教諭 、教育活動 を考える会）、吉 田要介 （自由民権 プロジェク ト）

［報告］

（ 1） 私服通学の とりくみ ＝古賀美礼 （中学生）

（ 2） 生徒会の活動

＝川本 雄 弥 （高 校 生 、生徒 人 権 プ ロジ ェ ク ト）

（ 3） 小 さい と きの 生活 で の 実践

＝安部富士男 （安部幼稚園）

第8 分科会 は昨年 にひ きつづ き、「意見表明・ 参

加の権利」 についての討議 を行った。昨年 は1970 年前後の学園闘争の評価 をめ ぐり激論が交わ

され てい たた め、 昨 年 にひ きつづ き司 会 をつ とめ るの も楽 しみ で あ った。

午前 中はまず、私服で中学校 に通学 している古賀 さんか らの報告があった。古賀 さんは小学

校の 頃か らみ ん なが 同 じ服 を着 る こ とや 自分 の服 装 を決 め られ る こ とが いや で 、両 親 と話 し合

いなが ら、 制服 が 決 め られ て い る公 立 の 中学 校 の 中で現 実 をみ なが ら 自己表 現 を して い く道 を

選ん だ と言 う。 私 服 通学 を始 め た入 学 当初 は 2 、 3 年生 か ら呼 び出 され た り、教 師 か ら も注意

を受 けた とい う。 しか し、「決 ま りだ か ら制 服 を着 るべ きだ」 と言 う人 に は、「なぜ 決 ま りな の

か」 と問 い 返 し、 自 分 の 考 え を は っ き り述 べ る よ う に し て い る そ う だ 。
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多 くの学校 （い や、 学校 に限 らな いが ） で も少 なか らず 同様 の こ とが ない だ ろ うか 。古 賀 さ

ん の よう には っ き り した 自 己表現 まで はい か な くと も、 主体 的 に意見 表 明 す る もの が 周 りか ら

つ ぶ され る姿 を良 く見 る。 しか し、「個」 の表 現 を認 め ない社 会 を学 校 が作 り出 して い る よ う

に思 えて な らない報 告 だ った。

午前中 2 つ 目の報告 は、千葉県の高校 で 「生徒人権 プロジェク ト」 など生徒会 を中心 に活動

して きた川 本 さん か ら。 川本 さんの い る東 葛 飾高 校 で は生 徒 自治 が か な りの レベ ル で位 置 づ い

ていた。生徒会の運営はほ とんどが生徒 に任 され、学校 と生徒が学校の運営 について協議す る

学校協議会が もたれている。 しか し、卒業式の 日の丸掲揚や校舎の改築 をめ ぐって生徒の声が

聞き入 れ られ な い こ とが多 くな って きた。 そ の打 開 策 と して生徒 会 連 盟 の活 動 が始 まった 。 そ

の中か ら 「生 徒 人 権 プ ロ ジ ェ ク ト」 を作 り各方 面 にア ピール す る活 動 が始 ま った 。 しか し、高

校で も生 徒 の 中か ら 「 ワガ マ マ助 長 論 」「権 利 の前 に まず 義 務 を」 な どの声 が 多 く、高 校 生 と

いう時 間 的制 約 の あ る 中で の 活動 の難 しさを述 べ た。

昼休み を挟 んで午後 の報告は神奈川県で幼稚園の園長 を務めてい る安部 さんが レポー ト。安

部さんは長 らく勤めている幼稚 園での経験 か ら「子 どもは人生の伴侶」 との考えを多 くの事例

を交 えて話 した 。教 育 の 目的 は 人格 の発 達 であ り、大 人 が子 ど もの 意見 に耳 を傾 け、子 ど もに

学びなが ら教 えるという姿勢 を持 った感情 の豊かな場で こそ人格の発達があるはずだ。保育の

場にお い て も意 見表 明 権 を活 か した教育 が 必 要 で あ り、言 葉 だけ で な く子 ど もの しぐさ な どか

らもそ れ を くみ取 る こ とが必 要 で あ る と述 べ た。

すべ ての報告 をうけ、総括 的に討論 を行 った。今 まであま り報告の なかった幼稚 園の現場で

の意見 表 明 の報 告 を ヒ ン トに 、 なぜ 、 日本 の 学校 ・ 社 会 で きちん と した意見 表 明 が な され ない

のか。一つの理 由と しては、学校・社会が意見表明 しやすい環境 を整 えていない ことがあげ ら

れる だ ろ う。 その 場 で 自由 に意 見表 明 で きるため には 「個 」 の確 立 と と もにそ れ を受 け とめ る

柔軟 さが必要だ。特 に成長過程 にある学校 という場 においてはある意味 で「甘 え」 られる存在

が学 校 にあ る こ とに よっ て意 見 表 明 が容 易 にな る こ と も多 い の で は ない だ ろ うか。 そ の意 味 で、

学校 においてはその年齢相応 に「保育」的な対応が必要 ともいえる。

個 々の 意見 表 明 権 を育 て る と言 うこ とは 自己の 中 に他 者 を育 て る こ とであ り、 人 格 を豊 か に

する こ と に他 な らな い。 条 約 を実効 化 す る ため には意 見 表 明権 や参加 の シス テ ム作 りは不 可 避

の課題 といえる。今 回の分科会では幼稚園の現場か らの レポー トを得 て新たな視点 を得 られた

ように思 う。 今 後 もフ ォー ラム を 中心 に交 流 や 意見 交 換 の場 で 議論 を深 め て い きた い と思 う。

（佐藤 治）

第9 分科 会 入 門 ワー ク ショップ／条約 をどう学ぶ か

［コーデ ィネ ー ●卜］ 栗 本敦 子 （国 際子 ど も権 利 セ ン ター） ほか

子ど もの権 利 条 約 の大 きな課 題 の 一 つ に、 条約 に対 す る理 解 を どうや っ て深 め て い くか とい
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う こ とが あ げ られ る と思 い ます 。 第 9 分 科 会 で は

「入 門 ワー ク シ ョ ップ／条 約 を ど う学 ぶ か」 と題 し、

条約 の 内容 理 解 に取 り組 み ま した。 “ワ ー ク シ ョ ッ

プ’ とい うの は、 あ るテ ー マ につ い て 、 その場 に い

る人みんなで考え、学んでい く参加型学習方法 です。

これ までの授 業 や セ ミナ ー の多 くは 、そ の テ ー マ を

よく知 って い る専 門 家 が知 識・ 情 報 を伝 える 、 とい

う方法 で行 わ れ て き ま した。 そ こで は参 加 者 は 、そ

の こ とを知 らない 白紙 の状 態 と位 置 づ け られ て い ます 。参 加 型学 習 で は、参 加 者 は豊 か な もの

を持 って い る とと らえ 、お 互 いが 持 って い る もの を出 し合 う こ とで 学 ん で い きます。

当 日は 、 N G O の メ ンバ ー や 、小 学 校 の先 生 、 父母 会 の 役員 、学 生 とい っ た人 た ちが 集 ま り

ま した 。 まず は じめ にや った のが 、 条 約 の主 人 公 で あ る 「子 ど も」 の イメ ー ジ を探 る 「子 ど も

って な に ？」。 カー ドを渡 して 「子 ど も」 とい っ て思 い浮 か ぶ 言葉 を1 0枚 （ もっ と思 い 浮 か ぶ

人 はそ れ以 上 ）書 い て もらい ま した。 会場 に は 5 歳 の男 の子 もいて （残念 なが ら彼 は参 加 しま

せんで した が）、 お父 さ んが 普段 の様 子 を思 い 出 しなが ら書 い た り、10代 か ら20 代 前 半 の 人 た

ち が 大 人 が 持 っ て い る イ メ ー ジ と違 う と こ ろ で 書 き き れ な い ぐ らい た く さ ん の カ ー ドを 出 して

くれ た り しま した。 そ れ を発 表 して机 の上 に広 げ 、似 た もの を集 め た り関連 して い る もの を隣

に置 い た り して 、参 加 者 の 「子 ど も」 の イ メー ジ をお 互 い に話 し合 い ま した。次 に 「子 ど もの

権利」 につ い て の ラ ンキ ン グ （順 位付 け） を しま した。 い くつ か の子 ど も権 利 を、 どの権 利 も

大切 な もの で あ る こ とは 承 知 の うえ で 、 大 事 な もの か ら順 位 をつ け て い くプ ロ グ ラム で す 。

「 子 ど も」 の イ メ ー ジ も多 様 で あ った よ うに 、参 加 者 そ れ ぞ れ の立 場 に よ って 一番 大 切 に した

い権 利 も違 い ます 。 どの 権利 を、 なぜ 大 切 に した いの か 自分 の 考 え を整 理 して説 明 し、他 の人

の意 見 を開 くこ とで別 の 立場 ・ 考 え方 を知 りなが ら、 で きるだ け お互 い を尊重 しあ って結 論 を

出してい き ま した。 そ して最 後 に権利 を具 体 的 に実 現 して い く方法 を考 え る 『たす け る力 、 さ

また げ る力』 を行 い ま した。 初 め は ラ ンキ ン グ 1 位 の もの を取 り上 げ る予定 で したが 、参 加 者

の声 もあ り、条 約 そ の もの の広 報 をテ ーマ に しま した 。 条約 を広 め てい くた め に、 たす け にな

って い る力 とさ ま たげ て い る力 を、 力 の大 き さ を矢 印 の長 さで表 して 図 に し、 分析 します 。 さ

らに図 の 中 の矢 印 一 つ ひ とつ につ い て 、 たす け る力 を よ り大 き くす る方法 、 さ また げ る力 を よ

り小 さ くす る方 法 を話 し合 い 、具 体 的 にで きる こ とを考 え ます。 今 回 は様 々 な地域 ・ グル ー プ

から参加者が集 まっていたので結論 は出ませんで したが、それぞれの学校や地域 でこの方法 を

活か して子 ど もの権 利 につ い て考 え行 動 を起 こ して くだ さい 、 とい う こ とで 終 わ りま した 。

せ っか く様 々 な意見 が 出 て い るの に、 そ れ を ま とめ た り順位 をつ け た りす るの は もった い な

い、 と い う声 もあ り ま し た 。 しか し 、 ま と め た り順 位 を付 け る こ と が 目標 だ っ た わ け で は あ り

ませ ん。参 加 型 学 習 で は、 結 果 よ りもプ ロセ ス に重点 をお い て い ます。 い ろん な参 加 者 が集 ま

れば集 まる ほ ど、 い ろ ん な意 見 が 出 て話 し合 い は豊 か に な ります 。 た だ一 つ の正 解 を教 え込 む

ので はな く、 そ れ ぞ れ の持 って い る経 験 や意 見 か らお互 い に学 びあ う とい う参加 型 の方 法 は、

一人 ひ と りの 子 ど も の あ り よ う を そ の ま ま に 受 け と め 尊 重 し よ う と す る 子 ど も の 権 利 の 考 え 方
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と も通 じる と私 は考 え てい ます。 そ う した 意味 で も、様 々 な参加 者 が 集 ま る フ ォー ラ ムで こ う

した ワ ー ク シ ョ ッ プ が で き た の は と て も良 い 機 会 だ と思 い ま す 。 こ れ か ら フ ォ ー ラ ム を は じめ

いろんな場面で、豊かな参加 を得て、子 どもの権利へ の理解 を深める取 り組みが広がれば、 と

思い ます 。

（栗本敦子）

＊当 日の参 考 文 献

『わた しの権 利 、み ん なの権 利 』（ス ーザ ン・ フ ァウ ンテ ン、 日本ユ ニセ フ協 会 ）

『子 ど もの権 利 教 育 マ ニ ュ ア ル』（D ・ セル ピー ほか 、 日本 評 論 社）

閉会全体会

（ 1） 各分科会報告

（ 2） 特別報告 「国連子 どもの権利委員会の動向」

＝平野裕二 （A R C ）

（ 3） ア ピー ル

情報市
条 約 に関 す る情 報 を広 く交 流 しま した。 N G O ・

市民 団 体 な どの と り くみ を自 由 に交換 す る 〈情 報 交

換コーナー （有料・無料）〉、これ までに収集 された

条約 に関する主要文献・資料や 自治体の広報誌 （一

般向 け・子 ど も向 け ） な ど を展 示 す る 〈展 示 コ ーナ

ー〉、 条約 に関 わ る ビデ オ を上 映 す る 〈 ビデ オ コー

ナー〉、子 ど もの書 い た条約 ポス ター を展 示す る 〈子

どもポ ス ター展 〉、 条約 関係 の マ ンガ・ 絵 本 、 す ご ろ く・ か る た・ ク ロス ワ ー ドな どで 読 ん だ

り遊 んだ りす る 〈ゲ ー ム・ 読 書 コ ーナ ー〉 を設 け ま した。
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実行
鞄

賛同 した団体 ・
蜘※くやボ淋 ：二：、州 ：l：・＞さ油・00 ・こ†：・ヽ沖洲 く・＞＝く・N脚 減、舶 輔＝汁、捕縛付加蛸““、、、し““べ．：○：、結こ00

個人

＜ 実行・賛同団体 ＞（74）

A R C （A 。ti。n for the R ights of the C hildren ）

A  S E E D  J A P A N
アー ス デ イ連 絡所

アーユ ス ＝仏 教 国 際協 力 ネ ッ トワー ク

ぁい ち 「子 ど もの 権 利 条約 」 ベ ス ト・ イ ン タ レス トの会

アジア眼科医療協力会

アジア人権基金

アム ネ ス テ ィ ・ イ ン タ ー ナ シ ョナ ル 日本 文 部

W o m e  n l O  O  O

ェクパ ッ ト・ ジ ャパ ン・ 関西

㈱エ ム テ ィ出 版

S I D S 家族の会

（社 福 ） 大 阪 ボ ラ ンテ ィア協 会

外国人労働者弁護 団ラフル

開発教育 を考 える会

学校災害か ら子 どもを守 る全国連絡 会

神 奈川・子 どもの権利条約 と教育活動 を考 える会

環境市民

関西国際交流団体協議会

（郷京都ユースホステル協 会

清 瀬教 育 って な ん だ ろ う会

熊本子 どもの人権 テーブル

群馬県子 ども劇場おや こ劇場協議会

群馬子 どもの権利委員会

現代座

（郷神戸学生・青年セ ンター

国 際子 ど も権 利 セ ンター

国際青少年育成財 団 （I Y F ） 日本事務局

国際 ボ ラ ンテ ィアの会

一23－
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子 ど も情 報 研 究 セ ン ター

子 どもの遊ぶ権利 のための国際協会 （ I P A ） 日本支部

「子 ど もの 権 利」 市 民 オ ンブ ズマ ン

「子 どもの権利条約」熊本 の会

子 どもの権利条約 にいが たの会

子ど もの権 利 条 約 ネ ッ トワー ク

子どもの権利条約」宮崎の会

子どもの権利条約 をすすめる会

子どもの権 利 条 約 をす す め る 町 田の 会

子どもの権利条約 をよむ会 （京都）

子どもの人権・ 父母の権利保 障をすすめる

埼玉 ネ ッ トワー ク

子どもの人権保障をすすめる各界連絡協議会

子どもの人権 を守 る会 （水戸）

さ さえ あい 医療 人権 セ ン ター C O M L

C C W A ＝基督教児童福祉会国際精神里親運動部

静岡子 ど もの 人権 セ ン ター

（ 郷資生堂社会福祉事業財団

児童図書館研究会

C I P サ コー

シ ャプ ラニ ー ル ＝市 民 に よる海外 協 力 の 会

すべ ての外国人労働 者 とその家族の人権 を守る関西 ネッ トワー ク（R I N K ）

全国学校図書館協議会

曹洞 宗 国 際 ボ ラ ンテ ィア会 （ S V A ）

多文 化 共 生 セ ンター

チェ ル ノブ イ リ子 ど も基 金

㈱デザ イン F F

D C I （D e托n ce 氏汀 C h ild ren In tem atio n al） 日本支 部

所沢 Y M C A

日本 キ リス ト教協議会教育部

日本基督教団教育委員会

（ 郷日本 キリス ト教婦 人矯風会

日本 子 ど も を守 る会

日本児童・青少年演劇劇団協議 会

日本消費者連盟

㈱日本青年奉仕協会

日本 ネパール教育協 力会 （ J E C S ）
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㈱日本 フ ィ ラ ン ソ ロ ピ ー 協 会

（ 細 目本 フ ォ ス タ ー ・ プ ラ ン協 会

㈱日本ユネス コ協会連盟

（ 郷庭野平和財団

“人間と性”教育研究協議会

パレス チ ナ子 ど もの キ ャ ンペ ー ン

牡）部落解放研究所

（ 郷横浜 Y M C A

R i g h  t  s ［ 5 0 音 順 ］

＜ 実行委員＞（38）

粟野真造、喜多明人、菅源太郎、藤木武夫、駒形佳子、小倉玲子、荒牧重人、大河内秀人、平

野裕二、細沼淑子、林大介、要友紀子、勝本浩司、佐藤記子、高橋亮平、水永啓子、武内暁、

松田 まゆみ、好光紀、藤井幹夫、川村直、堀一郎 、西城戸司、満江聖子、和多 田雅子 、小林毅 、

網野利夫、佐 々木光明、寺 中誠、吉峯康博、児玉勇二、浜 田進士、三宅隆史、味岡尚子、佐藤

治、吉田要介、栗本敦子、坪井節子 ［順不同］

＜ 賛同人＞（111）

相川富哉、青木 なち子、青木道代、青木佳史、赤池悦子、赤羽忠之、秋川陽一、浅井春夫、朝

倉景樹、東孝二、飯沼二郎 、市川恵子、出口治男、稲子宣子、色川雅子、岩崎長久、岩田直子、

梅田勇三、大浦暁生、太田秀道 、大野順子、神川和、小 山内美江子、小野寺慶子 、柿沼昌芳、

影山陽子、片野令子、加藤政子、金子勝、鎌倉淑子、河内徳子、川向秀武、神田修、神野千恵

子、 きどの りこ、桐原重孝、金香百合、銀林浩、 日下部信雄、楠原彰 、熊谷菓子 、蔵原清人、

小平由起、小宮山健治、近藤悦子、斎藤誠、斎藤義房、酒井信雄、佐渡卓、佐藤恵理子、佐藤

秀樹、佐藤寛之、宍戸健夫、篠崎俊博、柴田慶子、寿岳章子、庄司洋子、束海林路得子、鈴木

敬悟、鈴木祥蔵、平 むつ子 、高橋清一、田口敏也、田村昌敬 、俵紀美子、津田玄児、都留久夫、

百々昭雄、富沢千代、豊住 マルシア、仲川順子 、中川利彦、永沢護、中嶋敦子 、中田朋子 、中

西拓子、永原慶二、中村 睦男、 中村雪江、鳴海 明敏、西尾幸子、西山悦子、野 田正人、濱 田広

道、浜林正夫、林量倣 、林文子、平本実、深谷 しょう作、藤 田昌士、古沢常雄 、保崎文乃、前

野育三、増 山均、松倉聡 史、松 田伸一、松本沙羅、松本はるか、三木千恵子 、三井明、美濃香

織、三輪走宣、村井敏邦 、矢倉久泰、山崎栄一、山田万里子、山田由紀子、山吉剛、横井恵美、

米山敏裕、綿引光友 ［50音順］
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ミ紹介記事マス

∈∋ 太 風 音 赤斤 珊 平成7年（1995年）12月2日（土曜日）

七

十

五
の
N

G
O

や
団
体

の
†

岡
を

待
て

「
子
ど

も

の
稚
利

集
約

フ

ォ
ー
ラ

ム
耶
こ

が
三

月

十
八

、
十

九
の
両

日
東

京

・
渋

谷
区

に
あ

る
国

立
オ
リ

ン

ピ

ッ
ク

記
念

†
少
年

縫
合

セ
ン

タ
I

で
開

催
さ
れ

た
。

雪

面

自

の
今

年
は

批
准

か
良
二

年

半

を
経
た

今
、
児

暮

の
権
利

集
約

が
子

ど
も

た
ち

の
生
活

に
ど

の
よ
う

な
彰

書
を

与
え

て
い
る

の
か

を
参

加
者

自
身

が
考

え
、

検
証

す
る

こ
と

が
目

的
。

子
ど
も

も
大

人
も

そ
れ
ぞ

れ

の
立
場

か
ら

、
集

約
の
成

果
に

つ
い

て
意

見
を

出
し
あ

っ
た

。

ほ
と
ん
ど
変

化
な
し

東

京

で
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
」開

く

官
房

の
あ

い
さ

つ
に
た

っ
た

の

は
、

フ
ォ

ー
ラ
ム

の
呼

び
か

け

人
の

法
政
大

学
教

授
・
永

井

恵

一
氏

。
永
井
氏

は

、
今
回

の
フ

ォ
ユ

フ
ム
の
目

的
と

し
て

「
来

年

日
太
は

、

国
連
子

ど
も

の
権

利

委
員

会

へ
報

告
暮

を
畏

出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
批
准
後

の

政
府

、
民
間

で
の

実
施

状
況

の
検
旺
を
」と
話
し
た
。

続
い

て
立
正

大
学

軟
投

の
亨

多

閑
人

氏
が
萎

粥
報

告
を
待

っ

た

。
音
多

氏
は
「

検
証
は

み
な

さ

ん
自

身
で

行

っ
て
ほ
し

い
」

と

ま
ず

始
め

に
参

加
者
に

た
り

か

け

、
市
民

レ
ベ

ル
で

の
検

証
の

重
要

性
を

指
摘
し

た
後

、
自

ら

の
考

え
と

し
て

、
批
准

後
も

い

じ
め

や
体

罰
事
件

が
ひ

ん
ば

ん

に
超
き
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、

「
批

准
後

子
ど
も

の
現

状
は

好

転

し
た
と

い
う

よ
り

む
し

ろ
悪

く
な

っ
た

の
で

は
」
と
話
し

た
。

批
准
後

の
行

政
や

司
法

の
動

き

と
し
て

、
子

ど
も

の
人

種
間

囁

に
直
接

対
処

す
る

子
ど

も
人

権

オ
ン
ブ

ズ

マ
ン
が

法
務

省
に

定

か
れ
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

を
評

価
。

一
方

で
非

嫡
出

子
の

相

続
差
別

規
定

を
定

め
た

民
法

九

〇
〇
条

を
合

意
と

し
た

最
高

裁

判
決
が

出
た

こ
と
を

残

念
な

こ
と

と
し

て
報

告
し

た
。

報

告
後

は
、

国
際

子
ど

も
の

権
利

セ
ン

タ
ー

代
表

の
粟

野
共

進
氏

が

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

な

っ
て
参

加
者

全
員

で
の
グ

ル

ー
プ

ワ
ー

ク
が

行
わ

れ
た

。

会

場
に

あ
る

椅
子
を

動
か

し

つ
く

っ
た

広

い
ス
ペ

ー
ス

で
参

加

者
全

員
が
た

っ
て

粟
野

氏
の

出

す
蕉
閻

に
答

え
る

。
会

場
の

四

隅
を
「
と
て

も
イ

エ
ス

」「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
イ

エ
ス

」「
と

て
も

ノ

ー
」「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば

ノ
ー

」
に
わ

け
、

そ
れ

ぞ
れ

答
え
に
よ

っ
て
移
動
す
る
。

粟
野
氏

が

「
権
利

条
約

は
日

禿
で

う
ま

く
実

現
さ

れ
つ

つ
あ

る
と

思
う

か
」
と
た
ず

ね
る

と
、

「
と

て
も

イ

エ
ス
」

に
動

い
た

の
は

た

っ
た

一
人
。
ほ

と
ん

ど

全
臭

が

「
と
て

も
ノ

ー
」

に
移

動
し

た
。
そ
の
理

由
を

聞
く

と
、

「
子

ど
も

た
ち

の
お
か

れ
て

い

る
現

状
が

変
わ

っ
て

い
な
い

」

「
子

ど
も

自
身

が
集
約

を
知

ら

な

い
」「

国
内

法
の
整

備
が

さ
れ

て

い
な

い
」
な

ど

の
意
見

が
出

さ
れ
た
。

名
前

の
ほ

か
「

条
約
批

准
後

の

良
い

変
化

」「
闇

電
貞
」

な
ど

を

暮
い

た
「
自

己
紹
介

カ

ー
ド

」

を

そ
れ

ぞ
れ

交
換
し

あ
う

こ
と

で

、
他

の
人

の
考
え

を
知

る
と

い

う
ワ

ー
ク
も

実
施

。
参

加
し

た
あ

る

高
校

生
は

「
問
葛

点
」

と
し
て
「
校
則
」
を
あ
げ
た
。

「
や

り
た

い
こ
と

が
他

人
に

迷
惑
を
か
け
て
い
な
け
れ
ば
い

い

の
で
は

。
あ

る
女

子
校

で
は

靴

下
を

折

っ
て
い
け

な
い

と
い

い

、
生
徒

は

反
抗
し

て
靴

下
を

折

っ
て

い
る

。
反
対

に
靴

下
を

折
ら

な
け

れ
ば

い
け

な
い

女
子

校
で

は

、
生
徒

が
靴

下
を

折
ら

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
。

何
の

た
め

の
校

則
だ

ろ
う
と

思

っ
て

し
ま

う

」
と
意

味
の
な

い

校
則

に
対
す
る
疑
問
を
語
っ
た
。

子
ど
も
と
大
人
が
意
見
を
交

換
し

あ
う

「
子

ど
も

ア
ク

シ

ョ

ン
広

場

」
で
も

制
服

や
校

則
は

話
電

に
な

っ
て

い
た

。

参カロ型 の学習 を通 して権 利集約 を損 害正
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一
1
9
9
5
年

（
平
成
7
年
）

12
月

8
8

内
外
教
育

第

3
種
郵
便
物
詑
可

児
童

の
権
利
条
約

一
年
半

“
ul「

署
、り
・
わ．
／・

る

ー
ふ
し
爪
州

「
児

童

の
権

利
灸
約

」
．が
国
内

発
効

し

て
か
ら

一
年
半

に
な

る
。

十

一
月
十

八
、

十
九

の
両

日
に
東
京

都
渋

谷

区

に
あ

る
国

立

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
記

念

青
少
年

総
合

セ

ン
タ

ー

で
開
催

さ

れ
た

「
子

ど
も

の
権

利
条

約

フ

ォ
ー

ラ

ム
95
」

で
は

、
国

内

発
効

か
ら

一
年

半

を
経

た
現
在

、
「
児

童

の

権

利

条
約

」

が
子
供

た

ち

の
生

活

に
ど

の
よ
う
な
影

響
を

与

え

て

い
る

か
を
検

証
す

る

こ
と

が
大
き
な

目
的

に
な

っ

た
。条

約
第

四
四
条
第

一
項

で
は
、
条

約

が
国
内

発
効

し

て

か

ら

二
年

以

内

忙
、
そ

の
後

は
五
年
ど

と

に
、

「

こ
tの
条

約

に
お

い

て
認

め
ら
れ

る
権
利

の
実

現

の
た

め

に
と

っ
た

措
置

及
び

こ
れ

ら

の
権

利
享

受

に

つ
い
て
も
た

ら
さ
れ

た

進
歩
紅
関
す
る
報
告
」
を
、
国
連
事
務
総
長

を

通

じ

て

「
児

童

の
権

利
委
員

会
」

に
提

出
す

る

こ
と

が
義
務
付

け

ら

れ

て
お
り

、

そ

の
た

め
に

も
国
内

発
効
後

の
実
施

状

況

を
自

分

た
ち

で
検

証

し
て

お
こ
う

と

い
う
わ

け
だ

。

「
児
童

版
・
権
利
条

約
」
づ

く
り
も

フ

ォ
ー
ラ

ム

で
は
、

基
調

報
告
後

、
参

加
者

全
員

の
グ

ル
ー
プ

ワ
ー

ク

の
形

で
検

証

が
行

わ
れ

た
。
会

場

に
あ

る

い
す

を
動

か

し

て

つ
く

っ
た
広

い

ス
ぺ
ー

ス
に
参
加
者

全

員

が
立

ち
、
質

問

に
応
じ

て
会

場

の
四
隅

の

「
と

て
も

イ

エ

ス
」

「
ど

ち

ら

か

と

い
え

ば

イ

エ

ス
」

「

ど

ち

ら

か

と

い
え
ば

ノ
ー
」

「
と

て
も

ノ
ー
」

の

そ
れ
ぞ

れ

に
移

動
す

る
わ

け
だ
。

「
権
利

条

約
は

日
本

で
う

ま

く
実

現
さ

れ

つ

つ
あ

る
と
思

う

か
」

と

い
う
質

問

に
対

し

て
は

、

「
と

て

も

イ

エ

ス
」

に

動

い
た

の
は

た

っ
た

一
人

で

、

ほ

と

ん

ど

全
員

が

「
と
て
も

ノ
ー
」

に
移

動

し

た

と

い
う
。
条

約

の

実
施

状

況

に
対
す

る
評

価

ほ
か
な

り
厳

し

い
よ
う

だ
。

そ

の
理
由

と

し

て
は

「
子

供
た

ち

の
置

か

れ

て

い
る

現

状

が
変
わ

っ
て
い
な

い
」

「
子
供

自

身

が
条
約

を
知

ら

な

い
」・
「
国
内

法

の
整
備

が
さ
れ

て

い
な

い
」
な

ど

が
挙
げ

ら
れ

た
と

い
う

（

日
本

教
育

新
聞

12
月

2

日
付
）
。

「
子

供
た

ち

の
置

か
れ

て

い
る
現
状

が
変

わ

っ
て
い
な

い
」

か
ど

う
か

は
、

現
状

認
識

の
相
違

も
あ

り

一
概

に
は

い
え
な

い
が
、

高
校

生

の
原

爆
実

験

反
対

の
署
名

運
動

に

待

っ
た

が
か

か

っ
た

り
、

休
罰

死
事

件

が
起

き
た

り
、

い

じ

め
自
殺

が
繰

り
返

さ

れ
た
り

と

い

っ
た
現

状

か
ら
す

る

と
、

お
世
辞

に

漣
高

い
評

価

は

で
き
な

い
。

し
か

し
、

高

校
生

の
原
爆
実
験

反
対
の
署
名
運
動
や
デ
モ
行
進
、
あ
る

い
は

「
銃

器
根

絶

の
た

め

の
国
民

の
集

い
」

へ
の
参
加

が

新

開

に
大
き

く
取
り

上
げ

ら

れ
た

と

い
う

こ
と

自
休

、
現

状

変
革

の
か
す

か
な

兆
し

と
見
え

な
く

も
な

い
。

「
子

供
自
身

が
条
約

を
知

ら
な

い
」

と

い
う

の
は
残
念

な

が
ら

否
定

し
に

く

い
。

条
約

の
文

章
は

、
法
律

用

語

に

慣

れ
な

い
教
師

に

と

っ
て
も
理

解
困

難

で
、
ま

し

て

こ
れ

を
児

童
・

生

徒

に
説

明
す

る

と
な

る
と
、

ど

う

い
う

ふ

う

に
話

し

た
ら

分

か

っ
て
も
ら

え
る

か
、
当

惑
す

る
教

師

が

多

い
．。
小

学
校

の

一
、

二
年

生

に
と

っ
て
は
、

「
児

童

の

権

利
条

約
」

と

い
う
表
題

か
ら

し
て
ち

ん
ぷ

ん
か

ん
な

の

だ

か
ら

。

し

か
し
、

条
約

第

四
二
条

に
ほ

「
締

約
国

は
、
適

当

か

つ
積
極

的
な

方
法

で
こ

の
条

約

の
原
則

及
び

規
定

を
成

人

及

び
児

童

の

小
ず

れ

に
も
広

く
知

ら

せ
る

こ
と
を
約

束

す

る
」

と
、
児

童

を
含

め

て
条

約

の
広
報

を
義

務
付

け

て

い

る
。
各
地
の
教
育
委
員
会
で
は
「
児
童
版
・

児
童

の
権
利

条
約
」

づ

く
り

に
ど
苦

労

の
よ

う
だ
。

例

え
ば
、

大
阪

市
版

『
子

ど

も

の
権

利
』

で
は

、

い
わ

ゆ
る
意

見
表

明
権

に

つ
い
て
ほ
、

ぺ

ー
ジ

い

っ
ぱ

い

に

「
じ

ぶ
ん

で
き

め
る

よ
」

と
大

き
く
横

書
き

し
、

カ

ッ
ト

を

入
れ

、

そ

の
上

段

に
小

さ
め

に

「
自

分

で
考

え
、

自

分

の
意
見

を
述

べ
、

自
分

で
行

動
す

る
権

利
」

と
書

い
て
あ

る
。
川

崎
市

版

『
子

ど
も

の
権
利

条
約

っ
て
、
な

に

？
』

は
、

「
自
分

の
意

見
を

、
自

由

に

い
え
ま
す

」

と
あ

っ
て

カ

ッ
ト
を

入

れ
、
下

に

「
お

う
ち

の
方

へ
」
と

し

て
囲

み

記
事

で
意

見
表

明
権

に

つ

い
て
、
条

約

に
沿

っ
た
簡

単

な

解

説

を
加

え

て
あ

る
。
東
京

都

版
も

似
た

も

の
に
な

る

よ

う
だ
。
「
じ

ぶ
ん

で
き

め
る

よ
」

と
な

る
と
、

自

己
決
定

権

と

混
同

さ

れ
は

し
な

い
か
心

配

に
な

る

し
、
「
お
う
ち

の
方

」

に
説

明
役

を

押

し
付

け
る

の
も
気

に
な

る
。

各
県

各
市

で

こ
う

い

っ
た

パ

ン

フ
レ

ッ
ト
を
用

意
す

る

と
な
る

と
、

そ

の
間

の
整

合

性
は

ど
う

な
る

の
だ

ろ
う

か

。

（

T
）
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臓

父
母
や
生
徒
ら
が
参
加
し
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

一

■

廟
V
歯ガ
b
屏

子
ど
も

の
基
本
的
人

権
を
肯
広

く
謬
め

た
国
連

の
子
ど
も
の
集

利
条
約
が

日
本
で

発
効
し

て
約

一
年
半

．
政
府
の
具

体
的
な

取
り
扱
み

が
適
ま
な

い
中
で
、
市

民
の
手

で
条
約

の
青
森
を
広

め
よ
う
と

の
和

書
が

強
ま

っ
て
い
る
．
先
月

、
東
京

で
粥
か
れ

た

「
子

ど

も
の

権
利

集
約

フ
ォ
ー

ラ
ム

価
」
も

そ
の
ひ
と

つ
．
知
育

関
係

者
、
父

母
、
中

、
高
校
生
ら
約

三
百
五
十
人

が
事

加
し
て

、
実
碧

空
臼
を

し
た
り

、
書
且
を

話
し
合

っ
た
り
し
た

．
特
に
集
約

の
桂
と

も

い
え

る

「
‡

見
表

明
稚

」
に

つ
い
て

は
、
若
者

の
発
音
が
相
次

ぎ
、
子

ど
も
を

一
人
の
人

間
と
し
て
書

l
す
る
気
持

ち
を

大
人

に

も

っ
て

ほ
も

い
と

ア
ピ
ー

ル
し

た
。

（
川
村

奈

津
子
）

フ
ォ

ー
ラ
ム
は

、
子

ど
も
の
問
題

に

か
か
わ

る
市
民
団
体
・

子
ど
も
の
権

利

条
約
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

（
東
京
都
港
区

）

が
主
催
し

、
先
月
十
八

、

日
間
開
か

ゎ
た

．

全
体
集

会
の
ほ

か
、
い

じ
め
や
体

罰
問
題

、
虐
待
か

ら
の
保
＃

、
外
国

人
の
子

ど
も
の
人

権
な
と
九

つ
の
分

科
会
が

あ
っ
た

．

十
九
日
の

二

兼

さ
ん
は

、
み
ん
な
が
同

じ
制
搬
を
着

る
の
に
疑
問

を
持
ち
、
入

学
時
か
ら
私

服
で
通

っ
て
い
る
．
最
初

は
陰
口
を
た

た
か
れ
た

り
、
私
服
の
理

由
を
よ
く
聞

か
れ
た
り

し
た
．
そ
の
時

は
逆
に

、
な

服

を
着
た
く
な
い

と
い
う
意
見

を
表
し

て
い
る
だ
け

．
子
ど

も
だ

っ
て
規

則
に

対

し
て
主
張
す
る
権

利
は
あ

る
」

千

葉
県
立
東
葛
飾

高
校
三
年
生

、
川

本

雄
弥
看
は
現
在

、
同
世
代

で
子

ど
も

の

権
利
を
考
え
る
グ

ル
ー
プ

「
生
徒
人

権

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

」
に
所

属
し

て
い

る

．
勉
強
会
や
集
会

を
開
催
し
た

り
、

体
罰

問
題
で
千
葉
県

教
育
委
員
会

な
ど

意
見
表
明
権
を
使
お
う

制
服
や
頭
髪
で
活
発
に
発
言

そ
の

ひ
と
っ
「
意
見

表
明

、
参
加

の

権
利

」
で
は
、
東
京
都

田
無
市
内

の
公

立
中
学

一
年
生

、
古

窯
美
礼
さ

ん
が

私

服
通
学

の
取
り
組
み

を
発
表
し
た

．
古

ぜ
制
服

を
着
る
の
か
聞

き
返
し
た

、
と

い
う
．

「
み
ん

な
規
則
だ
か
ら

と
答
え
た

．

そ
れ
な
ら

、
な
ぜ
決
ま

っ
て
い
る

の
と

聞
く
と
言

葉
に
詰
ま
る

．
わ
た
し

は
制

へ
抗
議
文
を
送

っ
た
り
し

て
い
る
．

だ
が
、
高
校
に

入
る
ま
で

は
、
自
分

の

権

利
を

憲
政

し
た

こ
と

が
な

か

っ

た

、
と
い
う

．

例
え
ば

、
川
本

召
が
卒
業

し
た
中
学

校
は
萎

料
は
禁
止
だ
っ
た
．
違
反
し

た
生
徒

に
は
、
先
生

が
強
制
的

に
水
を

つ
け

て
、
整
髪
料
を

落
と
さ

せ
た
．
川

本
君
自

身
は
、
当
時

は
こ
の
光
景

に
何

の
疑
問

も
感

じ
な
か

っ
た

。

だ
が

、
高
校
入
学

後
、
先
輩

た
ち
が

生
徒

を
取
り
巻
く
人

権
侵
害

を
な
く
す

た
め
に

活
動
し
て
い

る
の
に
模

し
て
、

考
え
が

変
わ

っ
た

．
川
本
君
は

「
先
生

は

、
生
徒
が
な
ぜ
藁

科
を

つ
け
た
い

か
聞

い
て
話
し
合
い

で
解
決
す

る
ペ
き

だ

っ
た

と
思
う

．
先

生
が
い
う

こ
と
に

反
論
す

る
と
成
ま
に
書

く
の

で
は
と
、

し
り
込

み
し
が
ち

。
で
も

、
生

徒
が
声

を
出
さ

な
く
て
は

一
方
的
に
押

さ
え
込

む
先

生
は
い

つ
ま

で
た

っ
て

も
変

わ
ら

な
い

．
大
人
と
対
等

な
関
係
を
築

く
た

め
に
も

、
ま
す
子
と

も
が
自
分

の
権
利

に
関
心

を
持

っ
て

は
し
い
」

と
呼
び
か

け
る

．

もっと励 砧 凱 よぅ

広場

敗

戦

手ど

フ
ォ
ー
ラ

ム
は
今
年

で
三
回
日

．
主

催

団
体
の
子
ど

も
の
凄

利
条

約
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

務
局

長
・

荒
牧

重
人

さ
ん

（
山
梨

学

院
大

学

法
学
部

助
救

援

）

は

、
市
民
の
間

に
子
ど
も

の
人
権
条
約

へ
の
関

心

が
少

し
ず

つ
広

が

っ
て
い

る

、
と
い
う

．
「
十
数
年
前

ま
で
は
、

子
ど

も
の
棲

利
は
学
会
で
取

り
上
げ
ら

れ

る
程
度
だ

っ
た

．
で
も

、
東
京
都
中

野
区

の
中
学
生

、
鹿
川
裕
史
看

の
い
じ

め
自

殺
事
件
な
ど

を
き

っ
か
け

に
各
地

で
条

約
の
精
神
を

生
活
に
生

か
そ
う
と

の
動

き
が
見
ら
れ

て
い
ま
す

」

自

治
体
も
広
報

な
ど
に
力

を
入
れ
始

め

て
い
る
．
荒
牧

さ
ん
ら
が
今

年
八
月

か

ら
九
月
に
か
け

て
、
全
回
七

百
三
十

二

の
自
治
体
を
対
象

に
条
約

に
つ
い
て

そ

の
意
義
を
広
め

た
り
、

P
R
し
て
い

る
か
と

う
か
調
査

（
回
収
四
百

八
十
八

自
治
体

）
し
た
と

こ
ろ
、
百
十
七

の
自

治
体
が

広
報
耗
で
取

り
上
げ
て

い
た
．

広郷 や中高生による集会

問題は先生の無理解

フ
ォ
・
エ
フ
ム

で
は
子
ど
も

と
大
人

が

互
い
を
書
暮

し
、
交
流
し

て
い

く
に
は
ど
う
す

れ
ば
い

い
か
に
つ

い
て
事
加
着
が
遷

的
に
意
見
を

出

し
合

っ
た
＝
東

京
帯
渋
谷

区
の

室

且
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
記
念
書

少
年

総

合
セ
ン
タ

ー
で

ま
た

、
東

京
都
中
野

区
は
、
中
高

生

が
校
則

や
体
罰
を
テ

ー
マ
に
話
し
合

う

フ
ォ
ー

ラ
ム
を
定
期
的

に
開
催
す

る
な

ど
「
子
ど

も
の
声
を

行
政
に
反
映
さ

せ

る
施
策
を

目
指
す
」

（
女
性
・

青
少
年

課
）
と
し

て
い
る

．
川

崎
市
は
子
ど

も

向
け
の
パ

ン
フ
レ

ッ
ト

を
小
、
中

、
高

校
の
生
徒

全
員
に
配
布

す
る
な
ど

、
子

ど
も
の
立
場

に
立

っ
た
情

報
を
提
供
し

て
い
る

．

こ
う
し

た

一
方
で

、
「
学
校
現
場

で

の
取
り
組

み
が
進
ま
な

い
」
と
い
う
大

き
な
誅
革

も
残
き
れ

て
い
る
．

フ
ォ
ー

ラ
ム
の
参
加

者
か
ら
も
「
い

じ
め
ら
れ

て
い
る
の
に

先
生
ま
で
が
見

て
み
ぬ
ふ

り
を
す
る

」
「
先
年
覇

権
利

条
約

の
内

容

を
援

薫

で
壊
わ

な
い

」

「
子
ど
も

の
く

せ
に

、
女

の
く
せ
に
と

の
差
別
的
な
彗

ロを
す
る
人
が
依
然
多

い
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
意

見
が
発
表
さ

れ
た
．

荒
牧
さ
ん

は
「
受
政
戦

争
や
い
じ
め

な
ど
今
の
子

ど
も
の
費
壌

は
決
し
て
い

い
と
は
い

え
な
い
．
子

ど
も
の
権
利

、

人
権
を
認

め
る
こ
と
が

解
決
の
糸
口

に

つ
な
が
る

．
中

学
生
の

み
な
さ
ん
も
条

文
を
実
際

に
学
校
生
活

に
あ
て
は
め
る

と
ど
う
い

う
権

利
が
あ

る
か
考
え
て
ほ

し
い
」
と
話

し
て
い
た

．
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